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尾﨑知事が来訪
　「対話と実行行脚」

PPPPPPP ににににににににに（P6に関連記事）



第34回
四万十市 開催します！

1講座　　500円
連続受講券（5回分）…一般　1,500円

…60歳以上、障害者手帳をお持ちの人　1,000円

市立中央公民館、市立文化センター、市立図書館、(市)市民課、　
(総合支所)西土佐住民分室、（教委） 西土佐教育分室
1週間前までに事前予約必要(3歳～小学3年生)
(回によりいずれかが行われます)
(西土佐←→中村間）　1週間前までに事前予約必要
アピアさつき、高知はた農協の指定の場所（指定以外駐車厳禁）

●　受講料

●　受講券販売所

●　託　児
●　手話または要約筆記
●　送迎バス
●　臨時駐車場

第

回

第第

回

第第第

回回回
20
ann iversary

2015

北は北海道から南は宮崎県まで各県より約470人の
参加申し込みがある、大変人気が高いイベントです。
皆さん、応援お願いします。

開　催　日
開　会　式
スタート時間

表彰・閉会式

（赤鉄橋右岸）
（入田平元から）
（佐田沈下橋から）
（赤鉄橋右岸）

7月26日(日)
8時30分～9時
3.5km　10時
5.0km　10時10分
12時～

【問い合わせ・申込先】　（市）教育委員会　生涯学習課　☎（３４）７３１１

【問い合わせ先】
　(公財)四万十市体育協会　☎（37）4572
　ホームページ　 http://www.shimanto-taikyo.com/

＊今年から、高校生、大学生、20歳未満の人は無料です。

8/28（金）

19時～20時30分

9/1（火）

19時～20時30分

9/12（土）

19時～20時30分

9/24（木）

19時～20時30分

9/27（日）

14時～15時30分

市立中央公民館

西土佐

ふれあいホール

市立中央公民館

市立中央公民館

市立中央公民館

渋谷　雅之

（徳島大学名誉教授）

星川　ひろ子

（写真家・写真絵本作家）

里岡　美津奈

（パーソナルクオリティーコンサルタント）

山本　一力

（小説家）

玉里　恵美子

（高知大学教授）

里岡美津奈 山本一力 玉里恵美子星川ひろ子渋谷 雅之

《生誕200年記念》

樋口真吉の明治維新

「こころの目でみる」私と写真絵本

「また会いたい！」と言われる

人の気配りのルール

生き方雑記帖2015

保育の父　佐竹音次郎

日　時　　　　 会　　場 　　　　　　　講　　　師 　　　　　　　　演　　題

第１講座

第２講座

第３講座

第４講座

第５講座

2

平
成
27
年
7
月
号



　
郷
土
ゆ
か
り
の
漫
画
家
に
よ
る
原
画
や
イ
ラ
ス
ト
が
四
万
十
市
に

や
っ
て
き
ま
す
。

　
安
倍
夜
郎
氏（
代
表
作「
深
夜
食
堂
」 

/ 

小
学
館
）、井
上
淳
哉
氏（
代

表
作「
お
と
ぎ
奉
り
」 

/ 

新
潮
社
）、左
古
文
男
氏（
代
表
作「
四
万
十
食

堂
」/ 

双
葉
社
）、森
山
大
輔
氏（
代
表
作「
ワ
ー
ル
ド
エ
ン
ブ
リ
オ
」 

/ 

少
年
画
報
社
）の
原
画
が
一
堂
に
会
し
、イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
や
グ
ッ
ズ
展

示
の
ほ
か
、他
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
な
ど
も
展
示
す
る
予

定
で
す
。作
品
に
描
か
れ
た
四
万
十
市
の
姿
や
関
連
シ
ー
ン
は
、市
民
の

皆
さ
ん
に
も
馴
染
み
の
あ
る
描
写
で
す
の
で
、お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。め
っ
た
に
な
い
機
会
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
8
月
３
日（
月
）〜
8
月
16
日（
日
）９
時
〜
17
時

場
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館

入
場
料
　
無
料

作
品
展
示
漫
画
家

　
　
　
　
安
倍
夜
郎
氏
、井
上
淳
哉
氏
、左
古
文
男
氏
、森
山
大
輔
氏

関
連
行
事「
あ
な
た
×
ま
ん
が
〜
く
す
ぶ
る
才
能
、発
見
す
る
け
ん
〜
」

　
一
般
の
方
も
観
覧
で
き
る
公
開
ア
ド
バ
イ
ス
を
８
月
８
日（
土
）に
開
催

し
ま
す
。応
募
の
あ
っ
た
漫
画
作
品
を
審
査
し
た
３
名
の
漫
画
家（
安
倍
氏
、

井
上
氏
、左
古
氏
）に
よ
る
受
賞
作
品
へ
の
直
接
の
コ
メ
ン
ト
や
表
彰
式
、

ま
た
漫
画
家
同
士
の
ト
ー
ク
や
サ
イ
ン
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
に
向
け
、ま
だ
ま
だ
企
画
も
増
え
て
い
く
予
定
で
す
。詳
細
は「
し

ま
ん
と
漫
博
！
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

【
し
ま
ん
と
漫
博
！
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http
:/
/
w
w
w
.c
ity
.shim

a
n
to
.lg
.jp
/
a
n
n
iv
e
rsa
ry
/
c
o
m
ic
.htm

l

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）生
涯
学
習
課
　
☎（
３
４
）7
3
1
1

四
万
十
市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
冠
事
業

四
万
十
市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
漫
画
フ
ェ
ス

「
し
ま
ん
と
漫
博
！
」関
連
事
業

　
し
ま
ん
と
生
ま
れ
の
ま
ん
が
達

　
〜
14
日
間
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〜

ま
ん
ぱ
く

ま
ん
ぱ
く

四万十市制施行・合併10周年を記念した冠事業を紹介します。冠事業については引き続き募集しています。

【問い合わせ先】（市）総務課　行政管理係　☎（34）1804

開催日・期間 冠事業名 場所 内容

H27.4.4
H27.4.4 ～
H27.4.5

H27.4.10

H27.5.3

H27.5.10

H27.5.30 ～
H27.6.1

H27.6.7

H27.6.7

H27.6.13

H27.7.25

H27.7.26

H27.7.29

H27.8.1

H27.8.28 ～
H27.9.27

H27.8.29

H27.11.1

H27.11.15

H27.11.28

4月10日の「四万十の日」の時期に併せて行う四万十川の一斉清掃
毎年4月に実施。四万十川沿いで自然に触れることを目的とした
ウォーキングイベント

全国から選ばれた3組のカップルが四万十川を舞台に行う結婚式

京都の葵祭の公家行列に倣って行われるもので、室町時代の衣装
を身にまとった総数延べ200名の参加者により市内を練り歩く
四万十市竹島出身で保育養護施設を運営し、児童福祉を展開した
佐竹音次郎氏の功績を広め、学ぶための講演会

雅楽器、洋楽器のコラボレーションによるコンサート

午前　武道模範演武　6種目(合気道、柔道、剣道、武術太極拳、居合
道、空手道）6団体、午後　少年剣道錬成大会
小学1～ 6年生各学年の個人トーナメント戦
各地区の4・5・6年3人1チームによる団体戦
西日本地区唯一のスラックラインの全国大会
※スラックラインとは幅5cmの綱の上でアクロバティックな演技
を披露する見応えのあるスポーツです。
市街地において市民団体によるなかむら踊りや提灯台パレードの
実施

全国から集まったスイマーによる四万十川を泳ぐマラソン大会

基本的人権を守るために真の連帯を深め、その手法・内容について
学び合い、共通の認識のもと課題解決に向けた活動を行う

市内に残る伝統文化の一つで、小京都の名残りを残す行事

「いつでも、どこでも、だれでもが」学ぶことのできる生涯学習の
場として開催する。（P2参照）

市民パフォーマンスの後に、音楽にのせて色とりどりの花火を打
ち上げる
具同地区の老若男女の住民の健康増進を目的とし、親睦を図るた
めに地区対抗で運動会を開催する
西土佐地域内の農林水産業を農林水産物の品評会などでアピール
し、地域の産業振興につなげる
一人ひとりが身近な人権問題を理解し解決して心明るく幸せな家
庭と社会を築けるよう「人権フェスティバル」を実施し、人と人が
支え合う地域の実現をめざす

第24回四万十川市民一斉清掃
第26回四万十川リバーサイドフル
ウォーク

四万十の日　船上結婚式

第24回土佐一條公家行列「藤祭り」

「保育の父・佐竹音次郎に学ぶ会」発足
総会および発足記念講演会

～柿谷貞洋自主公演～陰陽再生物語

第6回総合武道祭

第24回高知県選抜少年相撲四万十大
会

ギボンカップ2015　高知四万十大会

第11回しまんと市民祭なかむら踊り・
提灯台パレード

第20回四万十川水泳マラソン大会

第7回四万十市人権教育研究大会

第11回しまんと市民祭
第65回全日本女郎ぐも相撲大会

第34回四万十市民大学

第11回しまんと市民祭納涼花火大会

第37回具同地区民運動会

西土佐産業祭

平成27年度四万十市人権フェスティ
バル

四万十川流域

四万十川流域

佐田沈下橋～
三里沈下橋

市街地

市立中央公民館

市立文化センター
高知県立美術館

市立武道館

安並運動公園相撲
場

かわらっこ

市街地

佐田沈下橋～
赤鉄橋

文化センター

一條神社境内

市立中央公民館
西土佐ふれあいセ
ンター（9/1のみ）

お祭り広場

具同小学校

西土佐中学校

ＪＡ高知はた
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市
で
は
本
年
度
よ
り
移
住
定
住
対
策
を
強
化
し
、課
題

で
あ
る
人
口
減
少
の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
等
に
よ
り
、地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
が
不
足
し
、

地
域
の
行
事
や
共
同
作
業
が
困
難
に
な
る
、ま
た
空
き
家

や
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
な
ど
の
課
題
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、市
外
か
ら
の
移
住
者
を
受
け

入
れ
る
た
め
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
四
万
十
市
へ
の
移
住
を
支

援
す
る
会
」と
連
携
し
て
移
住
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
約
１
０
０
件
の
移
住
相
談
が
あ
り
、６
組

10
人
の
方
に
移
住
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
は
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
た
め
、６
月
か

ら
移
住
推
進
員
を
配
置
し
、移
住
者
支
援
だ
け
で
な
く
、

転
入
先
で
あ
る
集
落
側
に
も
、移
住
者
に
来
て
も
ら
っ
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
集
落
等
で
の
受
け
入
れ
体
制

作
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課     

☎ 

（
３
４
）１
１
２
９
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
５
）０
０
０
７

移
住
推
進

　
地
域
活
性
化

　
　
　
　
に
向
け
て

集
落
等
に
よ
る

移
住
者
受
入
を
推
進
し
ま
す

　
移
住
に
関
す
る
こ
と
や
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
関
心
を

も
っ
て
い
る
集
落
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ（
市
）企
画
広

報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　きめ細かな移住相談や空き家の確保、移住ツアーの実施、集落等での移住者受入
体制づくりの支援、定住対策等に取り組む移住推進員２人を６月から配置しまし
たので紹介します。

【永島尚世】
　「地域づくりは１人ひとりの幸せづくりから」という思いのもと、ライフワーク
としてさまざまなフィールドで「人づくり講座」を実施しております。このスキル
を発揮しながら、移住推進員として、四万十市の皆さまと、移住者の方が幸せな毎
日を過ごせるお手伝いをさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。

【鈴木健一】
　東京より家族と共にこちらにIターンをして3年。こ
れまで触れてきた四万十の魅力はもちろんのこと、移
住にまつわる自身の経験も生かした移住推進を行っ
ていきたいと思います。受け入れられる地域の皆さん
とのコミュニケーションも大切にしていきたいと思
いますので、どうぞよろしくお願いします。

左から永島さん、鈴木さん

　市では地域おこしの協力者として、本市への移住希望者で地域活性化に意欲的に取り組む人
材を、地域おこし協力隊員として委嘱しています。6月から新たな隊員が着任しましたので紹介
します。

【大寺悠希子】
　初めまして。地域おこし協力隊として6月から四万十市役所企画広報課
で勤務しています大寺悠希子です。後川地区、大川筋地区でお世話になり
ます。
　出身は兵庫県姫路市で四万十市へ来る前は大阪で7年間暮らしていま
した。都会とは違う時間の流れと、四万十川の美しさに魅かれてこの地へ
やって来ました。こちらに来てから間もないですが、地域の皆さんの優し
さと親切さに本当に感謝しています。
　今は右も左も分からないですが、地域の皆さんのお役に立てるように
頑張りますのでよろしくおねがいします。

移住推進員★

地域おこし協力隊員★
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四
万
十
市
へ
の
移
住
対
策
と
し
て
、専
門
的
に
移

住
業
務
を
行
う
四
万
十
市
移
住
推
進
員
を
追
加
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
1
名
程
度

■
業
務
内
容
　

　
●
空
き
家
や
仕
事
の
紹
介
等
の
相
談
お
よ
び
支

　
　
援
活
動

　
●
空
き
家
の
確
保
、移
住
ツ
ア
ー
の
企
画
や
情
報

　
　
発
信
等

　
●
地
域
で
の
移
住
者
受
入
の
体
制
づ
く
り
の
支

　
　
援

　
●
移
住
に
取
り
組
む
N
P
O
法
人
や
移
住
サ
ポ
ー

　
　
タ
ー
と
の
連
携
協
力

　
●
そ
の
他
、移
住
定
住
に
関
す
る
業
務

■
応
募
資
格

　
●
四
万
十
市
の
地
域
の
実
情
に
明
る
い
方

　
●
意
欲
的
に
移
住
業
務
に
専
念
で
き
る
方

　
●
明
る
く
き
め
細
か
な
対
応
が
で
き
る
方

　
●
心
身
と
も
に
健
康
で
誠
実
に
職
務
を
行
う
こ

　
　
と
が
で
き
る
方

　
●
土
日
の
相
談
対
応
、夜
間
の
会
参
加
な
ど
不
規

　
　
則
な
勤
務（
月
数
日
）に
対
応
で
き
る
方

　
●
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
で
き
、普
通
自
動
車
免
許
を

　
　
取
得
し
て
い
る
方

■
勤
務
場
所

　
四
万
十
市
役
所
3
階
　
企
画
広
報
課
内

■
雇
用
期
間

　
平
成
27
年
９
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日（
そ

　
れ
以
降
は
年
度
ご
と
の
委
嘱
と
し
、最
長
３
年
間
）

■
報
酬
等

　
月
額
20
万
円

　
※
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す

　
　（
最
高
8
1
6
0
円
）。　

　
※
そ
の
他
、住
宅
手
当
、時
間
外
手
当
、賞
与
、退

　
　
職
手
当
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
※
社
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

■
勤
務
時
間

　
１
日
７
時
間
15
分
の
週
４
日
間
勤
務（
月
16
日
）

■
応
募
手
続

　
●
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
水
）〜
17
日（
金
）必
着

　
※
郵
送
も
し
く
は
持
参
で
受
付
し
ま
す
。提
出
し

　
　
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
●
提
出
書
類

　
　
①
履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
、写
真
添
付
）簡

　
　
　
単
な
応
募
動
機（
別
紙
可
・
氏
名
記
入
）

　
　
②
作
文：
題
名「
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
考
え

　
　
　
る
こ
と
」

　
　
　（
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
書
式
自
由
、1
千
文
字
程

　
　
　
度
、パ
ソ
コ
ン
可
、住
所
氏
名
を
記
入
）

■
採
用
ま
で

　
●
１
次
審
査：

書
類
選
考（
選
考
結
果
７
月
下
旬

　
　
通
知
）

　
●
２
次
審
査：

面
接（
8
月
6
日（
木
）18
時
か
ら
）

　
●
最
終
結
果：

８
月
中
旬
通
知

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
〒
7
8
7
ー
8
5
0
1

　
高
知
県
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
4
ー
10

　
四
万
十
市
役
所
　
企
画
広
報
課
　
企
画
調
整
係

　
☎（
3
4
）1
1
2
9
　
　

移
住
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

関
東
幡
多
四
万
十
会
・

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

第
４
回
交
流
会
in
東
京

　
5
月
23
日（
土
）、ゆ
う
ぽ
う
と
五
反
田
で「
関
東
幡
多
四
万
十
会
・
四
万
十

市
ふ
る
さ
と
応
援
団
第
４
回
交
流
会
in
東
京
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
会
は
、昨
年
に
続
き
関
東
幡
多
四
万
十
会
の
総
会
と
合
同
で

開
催
し
、当
日
は
約
1
2
0
名
が
参
加
し
、中
濱
京
さ
ん（
ジ
ョ
ン
万
次
郎
直

系
五
代
目
）に
よ
る「
日
本
の
偉
人
土
佐
清
水
の
ジ
ョ
ン
万
次
郎
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
特
別
講
演
を
開
催
し
、総
会
、懇
親
会
へ
と
進
み
ま
し
た
。懇
親
会

の
幡
多
6
市
町
村
長
か
ら
の
郷
土
の
紹
介
で
は
、四
万
十
市
観
光
大
使
の
紹

介
や
、カ
ン
ヌ
映
画
祭
に
出
展
し
た「
あ
ら
う
ん
ど
四
万
十
」の
出
演
者
ら
が

四
万
十
市
の
P
R

を
し
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
懇
親
会
も
終
盤

に
な
る
と
、
土
佐

の
寅
さ
ん
こ
と
間

六
口（
坂
本
純
一
）

さ
ん
に
よ
る「
バ

ナ
ナ
の
た
た
き
売

り
」が
開
催
さ
れ
、

威
勢
の
良
い
語
り

口
で
参
加
者
を
魅

了
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
お
待
ち
か

ね
の
幡
多
地
域
市

町
村
の
福
引
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
大

盛
況
に
終
わ
り
ま

し
た
。
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6
月
9
日（
火
）、尾
﨑
知
事
に
よ
る「
対
話
と
実
行
行
脚
」が
四
万
十
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は「
対
話
と
実
行
」の
県
政
を
進
め
る
た

め
、知
事
が
県
内
市
町
村
を
訪
問
し
県
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
い
て
い
く
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、土
森
正
典
県
議
会
議
員
、石
井
孝
県
議
会
議
員
も
同
行
さ
れ
、市
内
７
カ
所
を
訪
れ
ま
し
た
。訪
問
先
で
は
産
業
振
興
・
地
域

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
や
地
域
の
実
情
、問
題
点
な
ど
地
域
住
民
か
ら
生
の
声
を
聞
き
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

尾
﨑
知
事
が
四
万
十
市
を
訪
問「
対
話
と
実
行
行
脚
」

西土佐中組地区では、今年4月に整備された「ふわふわ豆腐」の製造
施設を見学。試食もさせていただきました。

来年3月開業予定の道の駅「よって西土佐」予定地を視察。出店予定
団体と地域産品の販売拠点づくりについて意見交換を行いました。

敷地地区健康福祉委員会の活動を見学させていただきました。高
齢化や浸水など地区の実情も聞かせていただきました。

農家レストラン「しゃえんじり」訪問。第24回 食アメニティコンテ
ストにおいて農林水産大臣賞を受賞し3月に知事報告を行ったば
かりで、この日は、施設内部を見学させていただきました。

鵜の江のぶしゅかん新植地の
視察。

「かわらっこ」にて四万十市地域
商品研究会との意見交換。地域
商品の磨き上げや新たな商品
開発、また販路開拓の取組みに
ついて意見交換を行いました。

E．A．高知コンタクトセンター
の視察。企業誘致により、旧田
野川小学校にて平成26年3月に
開業。業務内容や、今後の展望
について説明を受けました。

【問い合わせ先】（市）総務課　☎（34）1804

災害対策本部設置時における
市役所本庁舎構内駐車場の一般利用の制限について

災害対策本部設置時における
市役所本庁舎構内駐車場の一般利用の制限について

　中心市街地活性化と市民の利便性の観点から、現在本庁舎構内駐車場の24時間開放を実施していますが、

災害対策本部設置に際しては、迅速に職員を動員し、また国、県や消防などの防災関係機関と連携を図るため、

職員や関係者の駐車場を確保する必要があります。

　そこで、災害対策本部設置時においては平日の昼間をのぞき、本庁舎構内駐車場の一般利用の制限を行わ

せていただきますので、ご理解とご協力をお願いします。

　【周知方法】

　台風や集中豪雨により災害対策本部の設置が想定される場合、市のホームページや市役所駐車場入口にて

看板等で周知を行います。
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５
月
31
日（
日
）、四
万
十
川
左
岸
不
破
河
川
敷
に
お
い

て
、国
土
交
通
省
主
催
の
四
万
十
川
水
防
工
法
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
５
月
の「
水
防
月
間
」に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、河
川
の
洪
水
へ
の
対
策
と
し
て
消
防
団
に
よ

る
土
の
う
作
り
や
漏
水
・
決
壊
対
策
工
な
ど
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、国
土
交
通
省
所
有
の
排
水
ポ
ン
プ
車
や
照

明
車
と
い
っ
た
災
害
対
応
車
両
の
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
繰
り
返
し
行
い
、地
域
防

災
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
近
い
将
来
必
ず
発
生
す
る
と
い
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

か
ら
ご
自
身
や
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、ま
ず
は
お
住
ま
い

の
安
全
性（
耐
震
性
）を
確
か
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
　
お
住
ま
い
の
耐
震
工
事
を
お
考
え
の
方
や
、耐
震
化
の
費
用

や
工
事
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
方
、過
去
に
耐
震
診

断
を
実
施
し
た
が
、そ
の
後
の
手
続
き
の
方
法
が
分
か
ら
な
い

と
い
う
方
等
、住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
疑
問
や
関
心
が
あ
る

方
を
対
象
に
、７
月
と
８
月
に
高
知
県
建
築
士
会
中
村
支
部
主

催
の
住
宅
耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。住
ま
い
の
専
門
家
が

皆
さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
日
時

　
７
月
18
日（
土
）10
時
〜
12
時

　
8
月
8
日（
土
）10
時
〜
12
時

■
会
場
　（
7
月
・
8
月
と
も
）市
役
所
本
庁
舎
　
３
階
会
議
室

■
主
催
　
高
知
県
建
築
士
会
中
村
支
部

　
※
当
日
、耐
震
診
断
の
申
し
込
み
も
受
付
し
ま
す
。申
し
込

　
　
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。ま
た
、

　
　
設
計
や
工
事
等
の
住
宅
耐
震
化
補
助
事
業
に
つ
い
て
も

　
　
必
要
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の
は
受
付
し
ま
す
。（
老

　
　
朽
住
宅
等
除
却
は
除
き
ま
す
。）な
お
、事
前
に
本
年
度
の

　
　
募
集
件
数
に
達
し
た
場
合
は
、予
告
な
く
受
付
を
終
了
す

　
　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

四
万
十
川
水
防
工
法
訓
練
を

　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
し
た

住
宅
耐
震
化
に
関
す
る

　
　
　
　
相
談
会
の
ご
案
内

住宅耐震化事業補助等　随時受付中！！住宅耐震化事業補助等　随時受付中！！

　各種補助事業を設けていますので、お住まいの耐震対策を
お考え中の方はご相談ください。
　○住宅耐震診断費補助（木造住宅の耐震診断は無料！）

　○住宅耐震設計費補助

　○住宅耐震改修費補助

　○ブロック塀耐震対策補助

　○家具転倒防止対策補助

　各種補助事業の詳細（申し込み方法や
補助対象等）については、（市）地震防災課
までお問い合わせください。

不法電波から暮らしを守れ ! !

総務省　四国総合通信局
☎089（936）5055

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　（
市
）地
震
防
災
課
　
☎（
３
５
）２
０
４
４

　不法無線局から出される電波は、携帯
電話やテレビ・ラジオに障害を与えるな
ど日常生活に悪影響を及ぼします。さら
に、消防、救急、警察や鉄道、航空機など
人命に関わる重要無線通信を妨害して、
私たちの生活を脅かします。
　電波の利用には、原則、免許が必要で
す。電波のルールと電波障害などの申
告・ご相談は、四国総合通信局までお願
いします。

積み土のう工（越水対策） 土のう作り

月の輪工（漏水対策） ロープワーク

毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
来月は8月2日(日)四万十市防災標語「高めよう　「もしも」のための　防災意識」

災害に備えて ～防災活動の紹介等～
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市
で
は
、「
第
１
次
四
万
十
市
行
政
改
革
大
綱
及
び
四

万
十
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」を
策
定
し
、平
成
17

年
の
合
併
直
後
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
５
カ
年
で
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
徹
底
し
、一
定
の
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
が
、国
の
合
併
推
進
策
と
し
て
の
合
併
特
例

法
に
沿
っ
た
平
成
の
合
併
で
誕
生
し
た
自
治
体
に
と
っ

て
は
、「
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替（
※
）」が
合
併
後
10

年
間
は
継
続
さ
れ
る
も
の
の
、そ
の
後
５
年
間
で
順
次
減

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、財
政
的
に
非
常
に
厳
し
い
時
期

を
迎
え
ま
す
。

　
ま
た
本
年
３
月
に
は
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る「
四
万
十
市
総
合
計
画
」を
策
定
し
て
お
り
、総
合
計

画
で
掲
げ
る
四
万
十
市
の
将
来
像「
人
が
輝
き
、夢
が
生
ま

れ
る
　
悠
久
と
躍
動
の
ま
ち
　
四
万
十
市
」の
実
現
の
た

め
に
、な
く
て
は
な
ら
な
い
土
台
作
り
と
し
て
、国
の
合
併

特
例
支
援
の
終
焉
を
見
据
え
た
年
次
割
計
画
の
も
と
、平

成
27
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で
の
７
カ
年
の
第
２
次
四

万
十
市
行
政
改
革
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、「
行
財
政
運
営
の
見
直
し
」、「
組
織
・
人

事
制
度
の
見
直
し
」、「
事
務
・
事
業
の
見
直
し
」、「
市
民
と

行
政
と
の
協
働
推
進
」の
４
つ
の
基
本
方
針
を
大
項
目
と

し
て
、「
公
共
施
設
の
あ
り
方
と
運
営
の
見
直
し
」、「
組

織
・
機
構
等
の
合
理
化
」、「
民
間
活
力
の
導
入
」、「
市
民
参

画
の
推
進
」な
ど
16
の
中
項
目
を
設
定
し
、さ
ら
に
取
組

事
項
68
の
小
項
目
か
ら
編
成
し
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
取

組
事
項
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、推
進
計
画
の
年
次
割
に

基
づ
き
職
員
全
員
が
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
臨
み
ま
す
。

　
※
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替（
算
定
の
特
例
）

　
　
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
普
通
交
付
税
が
直
ち
に
減
少

　
　
す
る
こ
と
は
、合
併
の
阻
害
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、

　
　
合
併
後
一
定
期
間
は
、旧
市
村
が
存
続
し
た
も
の
と

　
　
み
な
し
て
普
通
交
付
税
を
合
算
で
算
定
す
る
も
の
。

　
　
特
例
の
期
間
は
、合
併
後
10
年
間
と
な
っ
て
お
り
、そ

　
　
の
後
５
年
間
で
段
階
的
に
縮
減
す
る
。

行
財
政
運
営
の
見
直
し

事
務
・
事
業
の
見
直
し

組
織
・
人
事
制
度
の
見
直
し 行

政
改
革
の
推
進
体
制

市
民
と
行
政
と
の
恊
働
推
進

行
政
改
革
推
進
の
た
め
の
実
施
項
目

第
２
次
四
万
十
市
行
政
改
革
大
綱
及
び
推
進
計
画

　
　
〜
人
が
輝
き
、夢
が
生
ま
れ
る
土
台
づ
く
り
〜

１

2

3

4

（
中
項
目
６
、小
項
目
27
）

（
中
項
目
４
、小
項
目
14
）

　
大
綱
及
び
推
進
計
画
の
毎

年
の
取
り
組
み
状
況
は
、広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。
頂
戴
し
た
意
見
は
、

行
政
改
革
推
進
本
部
で
協
議
、

検
討
し
た
う
え
で
、今
後
の
進

行
管
理
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）総
務
課
　
行
政
管
理
係

　
　
☎（
3
4
）1
8
0
4

（
中
項
目
４
、小
項
目
24
）

（
中
項
目
２
、小
項
目
３
）

　
各
種
公
共
施
設
の
整
理
、統
合
、運
営
手
法
の
見

直
し
や
地
方
公
営
企
業
の
負
担
の
公
平
性
の
確
保
、

第
３
セ
ク
タ
ー
や
公
益
法
人
等
の
運
営
補
助
の
見

直
し
、公
の
施
設
等
の
使
用
料
、手
数
料
等
に
つ
い

て
は
、定
期
的
に
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

(1)
市
営
施
設
の
質
の
向
上
と
運
営
経
費
節
減

　(

２
項
目)

(2)
公
共
施
設
の
あ
り
方
と
運
営
の
見
直
し

　(

７
項
目)

(3)
公
営
企
業
の
運
営
適
正
化(

４
項
目)

(4)
公
益
法
人
等
の
抜
本
的
運
営
の
見
直
し

　(

５
項
目)

(5)
市
有
財
産
の
見
直
し(

４
項
目)

(6)
自
主
財
源
の
確
保
と
負
担
の
公
平
化(

５
項
目)

　
小
規
模
で
非
効
率
な
組
織
を
見
直
し
、

柔
軟
で
無
駄
の
な
い
組
織
編
成
や
近
隣

市
町
村
と
の
広
域
行
政
化
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、職
員
職
種
の
整
理
な
ど
計
画

的
な
定
員
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま

た
、職
務
給
の
適
正
化
、人
事
評
価
、職
員

の
能
力
開
発
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

(1) 

組
織
・
機
構
等
の
合
理
化（
３
項
目
）

(2) 

広
域
共
同
処
理
の
見
直
し（
３
項
目
）

(3) 

給
与
等
の
適
正
化（
３
項
目
）

(4) 

職
員
の
能
力
開
発（
５
項
目
）

　
行
政
制
度
へ
の
市
民
参
画
を
推
進
す
る
た

め
、制
度
の
制
定
や
改
正
に
あ
た
っ
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
制
度
化
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、民
間
の
任
意
に
編
成
さ
れ
た
市
民
団

体
の
自
立
性
を
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
、

市
と
し
て
の
関
わ
り
方
の
見
直
し
を
行
い
、

市
民
及
び
そ
の
団
体
と
と
も
に
行
政
を
進
め

て
い
け
る
仕
組
み
作
り
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

(1)
市
民
参
画
の
推
進（
１
項
目
）

(2)
各
種
団
体
と
の
協
働（
２
項
目
）

　
民
間
活
力
を
利
用
し
た
行
政
運
営
に
徹
底
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、非
効
率
的
な
事
務
事
業

の
廃
止
や
見
直
し
を
行
い
ま
す
。ま
た
、負
担
公

平
の
原
則
か
ら
市
債
権
の
収
納
手
続
き
の
適
正

化
を
徹
底
し
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
実
施

す
る
た
め
の
業
務
実
施
手
法
を
検
討
し
ま
す
。

(1)
民
間
活
力
の
導
入（
９
項
目
）

(2)
公
金
徴
収
手
続
き
の
適
正
化（
２
項
目
）

(3)
市
民
サ
ー
ビ
ス
充
実
手
法
の
検
討（
３
項
目
）

(4)
各
種
事
務
・
事
業
の
検
証
と
見
直
し（
10
項
目
）
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（*1）27年度への繰越財源1億1,911万円を差し引いた実質収支は3億3,893万円となり、この全額を減債基金に積み立てた。
（*2）27年度予算からの繰上充用により措置した。
（*3）～（*7）全額を27年度へ繰り越した。
（*8）資本的収支は△1億5,603万円（収入9,867万円－支出2億5,470万円）となり、不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、
当年度分損益勘定留保資金、繰越利益剰余金で補てんした。
（*9）累積で24億6,043万円の未処理欠損金となり、全額翌年度への繰り越しとした。また、資本的収支は、△4,323万円（収入9,445万円－支出1
億3,768万円）となり、不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分損益勘定留保資金で補てんした。

【問い合わせ先】（市）財政課 財政係　0（34）1819

一　般　会　計

特　別　会　計（14会計）

国民健康保険会計事業勘定

国民健康保険会計診療施設勘定

奥屋内へき地出張診療所会計

後期高齢者医療会計

下水道事業会計

と畜場会計

幡多公設地方卸売市場事業会計

住宅新築資金等貸付事業会計

鉄道経営助成基金会計

農業集落排水事業会計

幡多中央介護認定審査会会計

介護保険会計保険事業勘定

簡易水道事業会計

園芸作物価格安定事業会計

企　業　会　計（ 2会計）

水道事業会計

病院事業会計

歳入

220億3,698万円

歳入

43億7,933万円

3億1,618万円

533万円

4億7,302万円

8億4,342万円

3億1,764万円

1,203万円

146万円

5億1,222万円

5,190万円

644万円

35億8,288万円

6億5,237万円

739万円

収益

4億4,422万円

18億5,696万円

歳出

215億7,894万円

歳出

43億7,933万円

4億5,229万円

533万円

4億6,355万円

8億4,337万円

3億 848万円

1,203万円

146万円

5億1,222万円

5,190万円

644万円

35億8,288万円

6億5,230万円

612万円

費用

4億3,863万円

29億7,761万円

形式収支

4億5,804万円（*1）

形式収支

0

△1億3,611万円（*2）

0

947万円（*3）

5万円（*4）

916万円（*5）

0

0

0

0

0

0

7万円（*6）

127万円（*7）

形式収支

559万円（*8）

△11億2,065万円（*9）

平成26年度  決算概要

　
市
で
は
、四
万
十
川
の
豊
か
な
自
然
と
景
観
を
守
り
活
か
し
て
い
く
た

め
に
平
成
20
年
10
月
に「
四
万
十
川
景
観
計
画
」を
策
定
し
運
用
し
て
き

ま
し
た
。今
回
、四
万
十
川
流
域
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
景
観
保
全
、景
観

形
成
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、景
観
形
成
基
準
の
追

加
を
行
う
た
め
、景
観
計
画
を
変
更
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、景
観
計
画
変
更
案
に
対
し
て
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト(

意
見
公
募)

を
実
施

し
ま
す
。変
更
内
容
お
よ
び
意
見
募
集
に
係
る
詳
細
事
項
に
つ
い
て
は
、

左
記
資
料
閲
覧
場
所
に
て
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
資
料
閲
覧
場
所
】

　
①
本
庁
３
階
観
光
課
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
②
西
土
佐
総
合
支
所
市
民
室
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日

　
　
を
除
く
）

　
③
四
万
十
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
意
見
公
募
期
間
】７
月
７
日（
火
）〜
21
日（
火
）

【
意
見
提
出
が
可
能
な
方
】

　
①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　
②
市
内
に
存
す
る
事
業
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

　
③
市
内
に
存
す
る
学
校
に
在
学
す
る
人

　
④
右
記
以
外
で
市
内
出
身
者
ま
た
は
観
光
、教
育
、経
済
、農
業
等
で
来

　
　
訪
経
験
や
現
在
関
わ
り
が
あ
る
人

ご
注
意 

　
電
話
な
ど
口
頭
で
の
ご
意
見
、匿
名
の
ご
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
細
資
料
を
ご
覧
の
う
え
、指
定
の
方
法（
電
子
メ
ー
ル
、持
参
、郵
送
）

　
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

多
く
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）観
光
課
　
四
万
十
川
対
策
係
　
☎（
3
4
）1
1
7
0
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

平成26年度の一般・特別・企業会計の決算について、その概要をお知らせします。
金額は万円単位の概数です。
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３
月
定
例
会
以
降
に
お
け
る
主
要
課

題
等
へ
の
取
り
組
み

【
四
万
十
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
】

　
市
で
は
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
て
、６

月
11
日
に
私
自
ら
が
本
部
長
を
務
め
る「
四

万
十
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本

部
」を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、産
業
、教

育
、金
融
等
の
各
分
野
の
御
意
見
を
総
合
戦

略
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
四
万
十
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会
議
」を
７
月
に
設
置
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、今
議
会
に
関
連
議
案

を
上
程
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、計
画
内
容
の
検
討
に
お
い
て
、

市
民
の
声
が
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
、現
在
、無
作
為
抽
出
を
行
っ
た
市
民
２
６

０
０
人
を
対
象
に
総
合
計
画
に
位
置
付
け
た

政
策
ご
と
の
重
要
度
や
満
足
度
に
加
え
、就

労
や
、結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
意
識
、

希
望
に
つ
い
て
、意
識
調
査
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
は
、総
合
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
具
体
の
施
策
・
事
業
の
検
討
と
併
せ
、産
業

振
興
計
画
に
位
置
付
け
た
重
点
事
業
を
基
本

に
、
国
、
県
の
総
合
戦
略
を
勘
案
し
な
が
ら
、

市
民
の
声
を
は
じ
め
、多
様
な
組
織
・
団
体
と

の
議
論
を
踏
ま
え
、
10
月
中
の
策
定
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
】

　
本
市
で
は
、国
の
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
の
た
め
の
交
付
金
及
び
県
の
補
助
金
を

活
用
い
た
し
ま
し
て
、
24
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム

率
を
付
し
た
商
品
券
と
し
て
、１
セ
ッ
ト
あ

た
り
、１
万
２
４
０
０
円
分
を
１
万
円
で
販

売
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
総
販
売
予

定
数
は
３
万
セ
ッ
ト
、額
面
総
額
で
３
億
７

２
０
０
万
円
の
消
費
喚
起
効
果
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、７
月
１
日
か

ら
11
月
30
日
ま
で
を
使
用
期
間
と
し
て
、中

村
商
工
会
議
所
、四
万
十
市
西
土
佐
商
工
会

な
ど
で
組
織
す
る
四
万
十
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
協
議
会
に
発
行
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
商
品
券
は
、１
セ
ッ
ト
あ
た
り
、１
０

０
０
円
券
を
12
枚
、４
０
０
円
券
１
枚
で
構

成
し
、１
枚
単
位
か
ら
使
用
可
能
と
す
る
な

ど
便
利
で
使
い
や
す
い
も
の
に
し
て
い
る
ほ

か
、１
０
０
０
円
券
２
枚
分
と
４
０
０
円
券

に
つ
き
ま
し
て
は
、大
規
模
店
舗
以
外
で
の

み
使
用
可
能
と
す
る
な
ど
、消
費
喚
起
効
果

が
広
く
中
小
の
店
舗
ま
で
行
き
渡
る
よ
う
に

工
夫
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、多
く
の
市
民

の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、市
内
の
商
工

業
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

【
道
の
駅
の
整
備
】

　
５
月
19
日
に
運
営
主
体
予
定
の
西
土
佐
ふ

る
さ
と
市
組
合
の
解
散
総
会
が
開
催
さ
れ
、

６
月
１
日
、新
た
に「
株
式
会
社
西
土
佐
ふ
る

さ
と
市
」と
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。代
表

取
締
役
を
含
め
３
名
の
役
員
、
職
員
３
名
、

パ
ー
ト
２
名
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、平
成
27

年
度
末
を
予
定
し
て
い
る
道
の
駅「
よ
っ
て

西
土
佐
」の
開
業
に
向
け
て
の
運
営
体
制
が

整
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、開
業
に
向
け
た
市
内
外
に
効

果
的
に
仕
掛
け
て
い
く
取
り
組
み
と
し
て
ポ

ス
タ
ー
、チ
ラ
シ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
作
成

し
、各
関
係
機
関
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
地
産
外

商
活
動
を
通
じ
て
道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」

の
宣
伝
を
徹
底
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、道
の
駅
関
連
工
事
も
本
格
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。時
期
が
若
干
ず
れ
ま
す
が
、国
道

４
４
１
号
線
を
挟
ん
で
西
側
と
東
側
で
そ
れ

ぞ
れ
建
設
工
事
が
始
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」が
四
万
十
市
の

北
の
玄
関
口
の
核
と
な
る
拠
点
施
設
と
し
て
、

機
能
が
最
大
限
発
揮
で
き
ま
す
よ
う「
株
式

会
社
西
土
佐
ふ
る
さ
と
市
」と
市
が
両
輪
で

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
、関
係

機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

【
西
土
佐
総
合
支
所
と
消
防
分
署
の
建
設
】

　
第
１
期
工
事
で
あ
る
西
土
佐
総
合
支
所
庁

舎
の
整
備
完
了
後
、速
や
か
に
建
設
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
第
２
期
工
事
で
あ
り
ま
す

消
防
分
署
も
防
災
行
政
無
線
の
移
設
工
事
の

完
了
を
も
っ
て
、４
月
18
日
よ
り
、新
消
防
棟

で
の
業
務
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　
西
土
佐
総
合
支
所
に
お
き
ま
し
て
は
、地

域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所
と
し
て
図

書
館
を
併
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、毎
日
多
く

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、西
土
佐
消
防
分
署
に
つ
き
ま
し
て

は
、旧
消
防
庁
舎
よ
り
高
台
に
建
設
し
た
こ

と
に
伴
い
、よ
り
一
層
の
救
急
・
防
災
活
動
の

充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、今
後
の
工
事
計
画
と
い
た
し
ま
し

て
は
、西
土
佐
総
合
支
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

良
く
す
る
た
め
、西
土
佐
総
合
支
所
庁
舎
か

ら
国
道
４
４
１
号
線
ま
で
の
市
道
改
良
を
行

う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

【
地
域
を
繋
ぐ
・
命
の
道
】

　「
地
域
を
繋
ぐ
・
命
の
道
」で
あ
る
四
国
横

断
自
動
車
道
　
佐
賀
〜
四
万
十
間
に
つ
き
ま

し
て
は
、４
月
９
日
付
で
、国
土
交
通
省
に
お

い
て
対
応
方
針
の
決
定
及
び
事
業
化
に
向
け

都
市
計
画
等
を
進
め
る
た
め
の
調
査
を
行
う

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
速
道
路
を
幡
多
地
域
に
延
伸
さ
せ
る
こ

と
は
、地
域
住
民
の
永
年
の
夢
で
あ
る
と
と

も
に
、私
の
夢
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の
喜
び
を

市
民
と
い
ち
早
く
共
有
し
た
く
、発
表
後
す

ぐ
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、ま
た
、

四
万
十
市
政
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
式
典

の
場
で
も
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
人
口
急
減
・
超
高
齢
化
と
い
う
我
が
国
が

直
面
す
る
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、「
地
方

創
生
」は
待
っ
た
な
し
で
す
。本
市
の
総
力
を

結
集
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
当
然
と
し
て
、

地
域
の
創
意
工
夫
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た

め
に
は
、四
国
横
断
自
動
車
道
は
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

　
事
実
、四
国
横
断
自
動
車
道
が
四
万
十
町

ま
で
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
の
観

光
の
受
け
皿
作
り
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

の
ほ
か
、企
業
の
外
商
活
動
に
よ
る
特
産
品

の
売
上
高
の
増
加
な
ど
、そ
の
効
果
が
見
え

始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
を
確
実
な

も
の
と
し
、経
済
効
果
が
幡
多
地
域
の
津
々

浦
々
へ
届
く
よ
う
、四
国
横
断
自
動
車
道
を

四
万
十
市
ま
で
し
っ
か
り
と
繋
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
私
と
し
ま
し
て
も
、早
期
事
業
化
に
向
け

て
で
き
る
限
り
の
支
援
、協
力
を
行
う
と
と

と
も
に
、要
望
活
動
な
ど
に
も
全
力
で
取
り

平
成
27
年
６
月
市
議
会
定
例
会

市
長
説
明
要
旨

（
抜
粋
）
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組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
内
水
対
策
】

　
昨
年
６
月
の
集
中
豪
雨
で
浸
水
被
害
が
発

生
し
た
具
同
・
楠
島
地
区
に
対
す
る
内
水
対

策
に
つ
い
て
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
関
係
者
か
ら
も
ご
要
望
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
が
、３
月
末
に
改
め
て
、私

が
議
長
ら
と
と
も
に
四
国
地
方
整
備
局
を
訪

問
し
、要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。幹
部

と
の
面
談
で
は
、特
に
旧
中
村
市
当
時
、助
役

で
も
あ
り
ま
し
た
今
井
河
川
部
長
に
、こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
や
地
域
の
声
な
ど
、真
摯

に
聞
い
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

後
、同
局
に
お
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
い
た

結
果
、当
面
の
対
策
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の
５

倍
の
能
力
を
有
す
る
大
型
の
排
水
ポ
ン
プ
車

を
い
ち
早
く
配
備
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
ポ
ン
プ
車
の
稼
働
に
あ
た
っ
て
は
、

作
業
ヤ
ー
ド
や
釜
場
な
ど
一
定
の
土
地
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
、市
で
必
要

な
用
地
の
確
保
を
済
ま
せ
、現
在
、同
局
中
村

河
川
国
道
事
務
所
に
お
い
て
、
こ
の
作
業

ヤ
ー
ド
等
の
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、高
知
県
に
は
、相
ノ
沢
川
の
浚
渫
を

し
て
い
た
だ
く
な
ど
、当
面
の
対
策
と
し
て

は
一
定
の
対
応
が
整
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
月
に
は
、こ
れ
ま
で
の
国･

県･

市
の
連

絡
調
整
会
議
を
総
合
内
水
対
策
協
議
会
に
格

上
げ
し
、恒
久
的
な
対
策
の
検
討
を
加
速
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
事
業
】

　
４
月
10
日
に
挙
行
い
た
し
ま
し
た
四
万
十

市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
式
典
に
つ
き

ま
し
て
は
、議
員
各
位
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
・
団
体
の
皆
様
方
な
ど
、総
勢
４
２
８

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、盛
大
に
記
念
式
典

を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
披
露
し
ま
し
た
原
動
機
付
き

自
転
車
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
も
、

５
月
20
日
か
ら
配
布
を
始
め
て
お
り
、大
変

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
５
月
24
日
に
は
、全
国
公
開
放
送「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」が
開
催
さ
れ
、前
日
の
予
選

を
通
過
さ
れ
た
20
組
の
出
場
者
と
８
７
３
名

の
観
覧
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
の
主
催
事
業
と
し
ま
し
て
は
、８
月

３
日
か
ら
16
日
ま
で
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

郷
土
出
身
漫
画
家
の
原
画
・
イ
ラ
ス
ト
展
や

ま
ん
が
作
品
の
一
般
公
募
を
内
容
と
し
た
、

漫
画
フ
ェ
ス「
し
ま
ん
と
漫
博
」を
開
催
し
ま

す
。
な
お
、
公
募
作
品
の
表
彰
式
当
日
に
は
、

漫
画
家
に
よ
る
サ
イ
ン
会
や
優
秀
作
品
に
対

す
る
技
術
指
導
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
加
え
て
、四
万
十
市
全
域
を
対
象
と
し
た

初
め
て
の
産
業
祭
も
開
催
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、詳
細
が
決
ま
り
次
第
、皆
様

に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、市
内
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
冠
事
業
も
徐
々
に
増
え
て
き
て
お
り
、

10
周
年
記
念
事
業
全
体
が
た
い
へ
ん
盛
り
上

が
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
市
民
病
院
】

　
市
民
病
院
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
は
関
係

団
体
の
代
表
者
や
有
識
者
等
で
構
成
す
る

「
四
万
十
市
立
市
民
病
院
経
営
健
全
化
検
討

委
員
会
」に
お
い
て
、昨
年
の
８
月
以
降
、毎

月
の
協
議
を
経
て
、今
年
３
月
に
最
終
報
告

書
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
最
終
報
告
書
を
受
け
、４
月
に
平
成

27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る

「
四
万
十
市
立
市
民
病
院
経
営
健
全
化
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。今
後
は
、本
計
画
に

基
づ
き
、経
営
健
全
化
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
取
り
組
み
内
容
と
し
ま
し
て
は
、こ
れ
ま

で
の
対
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、更
な
る

経
営
改
善
を
目
指
す
た
め
に
、給
食
業
務
の

民
間
委
託
と
職
員
給
与
の
適
正
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、給
食
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
き
ま

し
て
は
、現
在
、市
民
病
院
内
に
準
備
委
員
会

を
設
置
し
、委
託
化
に
向
け
具
体
的
な
協
議

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、職
員
給
与
の
適

正
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
在
よ
り
も
職
務

と
責
任
に
応
じ
た
給
与
体
系
と
な
る
よ
う
、

来
年
度
の
実
施
に
向
け
見
直
し
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
次
に
、医
師
の
確
保
に
つ
い
て
で
す
。市
民

病
院
の
経
営
悪
化
の
最
大
の
要
因
は
、平
成
18

年
度
以
降
の
急
激
な
医
師
不
足
に
よ
る
も
の

で
、医
師
の
増
員
が
な
く
て
は
経
営
の
健
全
化

は
困
難
で
す
。加
え
て
、市
民
の
安
全
・
安
心
に

つ
な
が
る
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
に

も
、最
優
先
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、西
土
佐
診
療
所
に
勤

務
さ
れ
て
い
た
内
科
医
師
に
１
月
よ
り
市
民

病
院
に
常
勤
医
と
し
て
勤
務
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。こ
の
内
科
医
師
は
内
科
一
般
を
は
じ

め
循
環
器
疾
患
の
治
療
を
専
門
と
し
て
い
ま

す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、幡
多
け
ん
み
ん
病
院

か
ら
の
紹
介
患
者
が
増
加
し
て
お
り
、市
民
へ

の
医
療
の
提
供
体
制
が
向
上
し
た
ほ
か
、一
定
、

収
益
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、幡
多
医
療
圏
の
急

性
期
医
療
を
担
う
市
民
病
院
の
経
営
健
全
化

に
向
け
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
行
政
改
革
の
推
進
】

　
四
万
十
市
行
政
改
革
委
員
会
に
諮
問
し
て

お
り
ま
し
た
行
政
改
革
大
綱
案
及
び
推
進
計

画
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、３
月
20
日
に
答
申

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
委
員
の
皆
様
方
に
は
、

全
７
回
に
わ
た
る
熱
心
な
審
議
を
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
答
申
に
基
づ
き
、庁
内
の
行
政
改
革

推
進
本
部
等
で
再
調
整
を
行
い
、本
年
度
か

ら
平
成
33
年
度
ま
で
の
７
か
年
の
取
組
み
と

し
て
第
２
次
四
万
十
市
行
政
改
革
大
綱
及
び

推
進
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、「
行
財
政
運
営
の
見
直
し
」、

「
組
織
・
人
事
制
度
の
見
直
し
」、「
事
務
・
事
業

の
見
直
し
」、「
市
民
と
行
政
と
の
協
働
推
進
」

の
４
つ
の
基
本
方
針
を
大
項
目
と
し
て
、「
公

共
施
設
の
あ
り
方
と
運
営
の
見
直
し
」、「
組

織
・
機
構
等
の
合
理
化
」、「
民
間
活
力
の
導

入
」、「
市
民
参
画
の
推
進
」な
ど
16
の
中
項
目

を
設
定
し
、さ
ら
に
取
組
事
項
68
の
小
項
目

か
ら
編
成
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取

組
事
項
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、推
進
計
画

の
年
次
割
に
基
づ
き
職
員
全
員
が
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
臨
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、大
綱
及
び
推
進
計
画
の
概
要
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、毎
年
の
取
組
状
況
や
進
捗
状
況

に
つ
き
ま
し
て
も
公
表
の
う
え
、市
民
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。頂
戴
し
た
ご
意
見
は
、行
政
改
革
推

進
本
部
で
協
議
、検
討
し
た
う
え
で
、今
後
の

進
行
管
理
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
ん
ぱ
く

か
ま
ば

し
ゅ
ん
せ
つ
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◆今後も、広報等でマイナンバー制度の情報をお知ら
　せします。
【問い合わせ先】　（市）総務課　行政管理係　☎（34）1804

マイナンバー（社会保障・税番号）
制度が始まります
マイナンバー（社会保障・税番号）
制度が始まります
マイナンバー（社会保障・税番号）制度Ｑ＆Ａ

マイナンバーについて、さらに知りたい方へ

　平成25年5月、「行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律」が公布されました。
それに伴い、平成27年10月から住民票を有するすべての
方にマイナンバー（個人番号）をお知らせする通知カード
が送付されます。その後、平成28年1月から申請書への記
載など、マイナンバーの利用が順次開始されます。また、
個人番号カードの交付を任意の申請により行います。

毎年6月の児童手当の
現況届の提出

勤務先に提示して
源泉徴収票や健康
保険の届出書等に記載
（勤務先が税務署や
　社会保険
　事務所などに提出）

年金事務所への
厚生年金の裁定請求

証券会社や保険
会社等に提示し、
法定調書に記載
（金融機関が税
　務署などに提出）

年金手帳

Ｑ マイナンバー制度ってなに？
Ａ マイナンバー制度とは、住民票を有するすべての
方に一人一つの番号を付して、社会保障・税・災害対策
の分野において、複数の機関に存在する個人の情報が
「同じ人の情報である」ことを確認するために活用さ
れる制度です。

Ｑ どんな場面で利用されるの？
Ａ 市や国など行政機関での窓口手続きで利用される
予定です。
　例えば…

　　

勤務先や民間事業者などの社会保険や税に関する手
続きで利用される予定です。
　例えば…

　　

Ｑ 通知カードってなに？
Ａ 住民票を有するすべての方にマイナンバーを通知
するための紙製のカードです。通知カードには、氏名、
住所、生年月日、性別の4情報と、マイナンバーが記載
されます。

Ｑ 個人番号カードってなに？
Ａ 個人番号カード
は、通知カードと同様
に4情報とマイナン
バーが記載されると
ともに、顔写真が掲載
されます。

　また、ICチップが搭
載され、券面記載事項
と電子申請のための
電子証明書が記録されます。
ただし、所得などの機微性の高い個人情報は、記録さ
れません。本人確認のための身分証明書として使える

ほか、e-Tax等の各種電子申請に利用できます。
　なお、個人番号カードの交付を受けるときは、通知
カードを市に返納する必要があります。

　マイナンバー制度の最新情報は、内閣官房ウェブサ
イト(http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/）をご覧
ください。
　また、ご不明な点は、下記コールセンターへお問い合
わせください。
マイナンバー制度のコールセンター　☎0570-20-0178 
外国語対応（英語）　☎0570-20-0291
※どちらも通話料がかかります。

アイシー

イータックス

５
月
17
日
　
不
破
堤
防
事
業
竣
工
式

　
　
18
日
　
市
民
側
溝
清
掃
に
伴
う
収
集
運
搬
作
業
出
発
式

　
　
　
　
　
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
高
知
県
地
方
協
議
会
理
事
会（
高
知
市
）

　
　
19
日
　
第
1
3
8
回
四
国
市
長
会
議（
南
国
市
）

　
　
20
日
　
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
第
36
回
通
常
総
会（
東
京
）

　
　
21
日
　
全
国
治
水
期
成
同
盟
会
連
合
会 

第
67
回
通
常
総
会（
東
京
）

　
　
22
日
　
四
国
西
南
地
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会（
愛
南
町
）

　
　
23
日
　
関
東
幡
多
四
万
十
会
・
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
　
第

　
　
　
　
　
４
回
交
流
会（
東
京
）

　
　
24
日
　
第
27
回
四
万
十
杯
中
学
校
招
待
野
球
大
会
、市
制
施
行
・
合

　
　
　
　
　
併
10
周
年
記
念
事
業 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
、四
万
十
デ
ィ
ス

　
　
　
　
　
ク
ド
ッ
グ
カ
ッ
プ
表
彰
式

　
　
25
日
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
会（
高
知
市
）

　
　
26
日
　
四
国
横
断
道
路（
佐
賀-

四
万
十
間
）本
省
要
望（
東
京
）

　
　
27
日
　
高
知
県
農
業
農
村
整
備
事
業
推
進
協
議
会
総
会（
高
知
市
）

　
　
28
日
　
新
嘗
祭
献
穀
田
田
植
式

　
　
29
日
　
建
築
士
会
か
ら
の
要
望
受

　
　
　
　
　
四
万
十
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
期
総
会
、衛
生
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
中
村
環
境
保
全
調
査
委
員
会

　
　
31
日
　
肱
川
総
合
水
防
演
習（
大
洲
市
）

　
　
　
　
　
八
束
地
区
山
路
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
落
成
祝
賀
会

６
月
１
日
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
移
住
推
進
員
委
嘱
式

　
　
　
　
　
中
村
地
区
区
長
会
と
の
意
見
交
換
会

　
　
２
日
　
星
羅
四
万
十
株
主
総
会
、タ
ウ
ン
ポ
リ
ス
西
土
佐
総
会

　
　
３
日
　
予
土
線
利
用
促
進
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
四
国
国
道
協
会
総
会（
宇
和
島
市
）

　
　
４
日
　
高
知
県
議
会
産
業
振
興
土
木
委
員
会
へ
の
陳
情（
幡
多
土

　
　
　
　
　
木
事
務
所
）

　
　
　
　
　
カ
ツ
ラ
山
団
地 

地
区
要
望
受

　
　
５
日
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社
株
主
総
会（
高
知
市
）

　
　
７
日
　
中
村
高
等
学
校
同
窓
会
大
阪
支
部
総
会（
大
阪
市
）

　
　
８
日
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
運
営
協
議
会
定
期
総
会

　
　
　
　
　
国
道
4
4
1
号
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
９
日
　
高
知
県
知
事「
対
話
と
実
行
行
脚
」

　
　
10
日
　「
四
万
十
市
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を
作
ろ
う
」実
行
委
員

　
　
　
　
　
会
要
望
受

　
　
11
日
　
四
万
十
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本
部
会
議

　
　
　
　
　
中
村
地
区
地
域
安
全
協
会
総
会

　
　
12
日
　
京
都
看
護
大
学
、台
北
大
阪
経
済
文
化
弁
事
処
と
の
協
議

　
　
　
　
　（
京
都
・
大
阪
、〜
13
日
）

　
　
14
日
　
下
田
小
学
校
体
育
館
落
成
式
典

５
月
15
日
〜
６
月
14
日

市
長
日
誌
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市
で
は
、森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
椎
茸
生
産
拡
大
を
目
的

に
椎
茸
原
木
の
購
入
に
対
し
て
平
成
27
年
度
か
ら
３
カ
年
間
補

助
を
行
い
ま
す
。

補
助
金
の
額（
１
石
当
た
り
）

　
平
成
27
年
度
　
3
千
円
/
石

　
平
成
28
年
度
　
2
千
円
/
石（
予
定
）

　
平
成
29
年
度
　
千
円
/
石（
予
定
）

限
度
額（
平
成
27
年
度
）

　
下
限
１
万
５
千
円（
５
石
）

　
上
限
15
万
円（
50
石
）

補
助
対
象
と
な
る
原
木

　
市
内
産
原
木
の
購
入
も
し
く
は
自
伐
が
対
象
で
す
。

　（
立
木
購
入
し
伐
採
す
る
こ
と
も
可
）

　
た
だ
し
、補
助
金
交
付
決
定
後
に
購
入
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

　（
事
業
終
了
は
、毎
年
度
３
月
31
日
で
す
）

補
助
対
象
事
業
者

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
個
人
ま
た
は
団
体
で
販
売
を
目
的
に
生
産
を
行
う
方

・
そ
の
他
の
条
件
等
に
つ
い
て
は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

申
請
方
法
等

　
申
請
に
必
要
な
様
式
は
左
記
担
当
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
受
付
開
始
日
　
７
月
10
日（
金
）

・
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、申
し
込
み
状
況
に
よ
り
、要

望
に
お
応
え
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
申
請
受
付
後
、交
付
決
定
ま
で
に
期
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）農
林
課
　
林
業
振
興
係
　
☎（
３
４
）１
１
１
８

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
事
業
分
室
　
☎（
５
２
）１
１
１
１

四
万
十
市
椎
茸
生
産
整
備
事
業

補
助
金
の
お
知
ら
せ

「
子
ど
も
の
マ
イ
バ
ッ
グ

宣
言
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
買
い
物
を
す
る
時
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
レ

ジ
袋
を
断
る
こ
と
は
、ご
み
の
削
減
、地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　「
子
ど
も
の
マ
イ
バ
ッ
グ
宣
言
」に
参
加
し
て
、買

い
物
の
度
に
レ
ジ
袋
を
受
け
取
る
生
活
を
見
直
し
て
、

環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
　
市
内
の
小
中
学
生
1
0
0
人

　
　
　
　（
１
チ
ー
ム
２
人
か
ら
５
人
ま
で
で
参
加
）

　
　
　
　
※
お
友
達
同
士
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
申
し

　
　
　
　
　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

内
　
容

　
チ
ー
ム
で
レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
に
マ
イ
バ
ッ
グ
で

　
の
買
い
物
に
取
り
組
み
、取
組
期
間
中
の
買
い
物

　
状
況
を
報
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
☆
レ
ジ
袋
辞
退
率
が
80
％
以
上
の
チ
ー
ム
を
表
彰

　
　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
☆
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
エ
コ
バ
ッ
グ
を
お

　
　
渡
し
し
ま
す
。

取
組
期
間

　
７
月
24
日（
金
）〜
８
月
13
日（
木
）の
３
週
間

参
加
方
法

　
申
込
書
を（
市
）環
境
生
活
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
　
ド
す
る
か
、（
市
）環
境
生
活
課
ま
で
取
り
に
来

　
　
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
７
月
15
日（
水
）必
着

宣
言
式

　
日
時
　
７
月
24
日（
金
）14
時
〜
15
時

　
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館
　
１
階
　
大
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）環
境
生
活
課
　
　
☎
　（
３
４
）６
１
２
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
A
X（
３
４
）７
４
６
６

5
時

せ
ん
て
い
ぼ
く
た
い
ひ

剪
定
木
堆
肥
を
無
料
配
布
し
ま
す

　
市
で
は
家
庭
や
公
共
施
設
か
ら
剪
定
木
や
刈
草
を
無
料
で
受
け
入
れ
、

堆
肥
化
す
る「
剪
定
木
等
堆
肥
化
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
、緑
化
推
進
を
目
的
に
家
庭
で
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
人

に
、堆
肥
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
の
で
、希
望
す
る
人
は
、左
記
を
ご
確

認
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
※
注
意
事
項
）

　
こ
の
事
業
は
、循
環
型
社
会
の
構
築
や
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。配
布
す
る
堆
肥
は
市
販
の
も
の
と
同
等
レ

ベ
ル
の
品
質
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
市
販
の
堆
肥
と
比

べ
目
が
粗
く
、2
〜
5
㎝
ほ
ど
の
小
枝
が
入
っ
て
い
ま
す
）

■
配
布
期
間

　
７
月
１
日
よ
り
配
布
開
始
し
、な
く
な
り
次
第
、終
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
配
布
場
所
・
受
付
時
間

　
剪
定
木
等
堆
肥
化
場

（
古
津
賀
駅
か
ら
県
道
出
口
・
古
津
賀
線
を
約
1
・
2
㎞
先
右
側
、入
り
口

看
板
有
り
）

　
9
時
〜
16
時
30
分

■
配
布
方
法

　
各
自
、配
布
場
所
ま
で
容
器（
袋
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
）を
持
参
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、そ
の
中
に
堆
肥
を
積
み
込
み
ま
す
。

　
※
積
み
込
み
は
10
ℓ
の
バ
ケ
ツ
で
行
い
ま
す
。

■
配
布
量

　
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、１

人
最
大
50
ℓ
分（
バ
ケ
ツ
５
杯
分
）と
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
公
財
）四
万
十
市
公
園
管
理
公
社

　
☎（
3
7
）0
6
0
8

　
※
市
で
は
、こ
の
堆
肥
を
利
用
し
て「
グ

　
　
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
事
業
」を
実
施
し

　
　
て
い
ま
す
。
市
内
24
施
設
の
成
長
状

　
　
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
予

　
　
定
で
す
。

もみじ保育所のグリーンカーテン
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下
田
小
学
校

ヒ
ラ
メ
稚
魚
放
流

　
５
月
25
日（
月
）、下
田
の
四
万
十
川
河
口
に

て
下
田
小
学
校
５
年
生
の
皆
さ
ん
が
ヒ
ラ
メ
の

稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流
は
下
田
漁
協
が
昭
和
60

年
ご
ろ
か
ら
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
か
ら
は
市
と
協
力
し
、地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
自
然
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め

の
環
境
学
習
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
男
の
子
の
一
人
は「
ヒ
ラ
メ
は
見

た
事
が
あ
る
け

れ
ど
、稚
魚
が
こ

ん
な
に
小
さ
く

て
び
っ
く
り
し

た
」と
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　
四
万
十
川
や

河
口
付
近
は
さ

ま
ざ
ま
な
生
き

物
と
ふ
れ
あ
う

事
の
で
き
る
環

境
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
今
後

も
子
ど
も
た
ち

を
中
心
に
、こ
の

よ
う
な
活
動
や

生
き
物
を
知
っ

て
も
ら
い
、日
頃

か
ら
自
然
と
触

れ
合
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
を

設
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
5
月
10
日（
土
）、市
立
中
央
公
民
館
で

「
保
育
の
父
　
佐
竹
音
次
郎
に
学
ぶ
会
」

（
通
称「
音
次
郎
会
」）の
設
立
総
会
・
記
念

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
竹
音
次
郎
は
、四
万
十
市
竹
島
出
身

で
日
本
で
初
め
て
保
育
院
と
い
う
名
称
を

使
い
、児
童
福
祉
施
設
の
先
駆
的
な
運
営

を
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
音
次
郎
の
功
績

を
学
び
、広
く
周
知
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
り「
音
次
郎
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、約
90
人
が
参
加
し
、設
立
総
会

で
は
学
ぶ
会
の
準
備
会
長
を
務
め
た
山
﨑

祥
正
さ
ん
が
会
長
に
選
出
さ
れ
、今
後
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
作
成
し
て
P
R
活

動
を
し
て
い
く
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
、竹
島
小
学
校
に
赴

任
し
て
か

ら
音
次
郎

の
研
究
を

続
け
て
い

る
、
元

竹

島
小
学
校

長
の
中
平

菊
美
さ
ん

の
お
話
に

参
加
者
ら

は
熱
心
に

耳
を
傾
け

て
い
ま
し

た
。

佐
竹
音
次
郎
の

功
績
伝
え
る

　
5
月
24
日（
日
）に
四
万
十
市
制
施

行
・
合
併
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
』が
安
並
運
動
公

園
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
予
選
に
は
2
5
0
組
の
出
場
者
が

参
加
し
、そ
の
厳
し
い
予
選
を
通
過

さ
れ
た
出
場
者
20
組
が
、「
四
万
十
市

の
元
気
と
思
い
の
た
け
」を
、自
慢
の

歌
で
表
現
し
、会
場
を
盛
大
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、当
日
に
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

「
吉
幾
三
さ
ん
、市
川
由
紀
乃
さ
ん
」

を
迎
え
、来
場
者
は
8
7
3
人
と
、多

く
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、出

場
者
お
よ
び
ゲ
ス
ト
に
熱
い
視
線
と

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
』

が
盛
大
に
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
！

今回放流した稚魚、体長は約6cm。
2年で40cmになります。

一斉にヒラメを放流する児童

酒
米「
吟
の
夢
」

田
植
え

　
５
月
25
日

（
月
）、富
山
地

区
の
農
家
で

つ
く
る「
と
み

や
ま
酒
米
生

産
部
」、
地
元

の
大
用
保
育

所
、
大
用
小
・

中
学
校
と
4

月
に
国
際
交

流
員
と
し
て

中
国
か
ら
来
た
田
小
嬌
さ
ん
ら
約
60
人

が
地
酒「
と
み
や
ま
」に
使
う
酒
米
の
田

植
え
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
と
な
り
、初
夏
を
感
じ

さ
せ
る
強
い
日
差
し
の
中
、子
ど
も
た

ち
は
汗
と
泥
に
ま
み
れ
な
が
ら
も
懸
命

に
手
植
え
を
し
て
い
ま
し
た
。中
に
は
、

家
の
手
伝
い
で
慣
れ
た
子
ど
も
も
お

り
、限
ら
れ
た
時
間
内
で
作
付
け
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
酒
米
は
、富
山
地
区
の
農
家

７
戸
が
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
作
付
け

し
、９
月
に
約
7
・
2
ト
ン
の
収
穫
と
な

り
そ
う
で
す
。

　
今
年
で
15
周
年
を
迎
え
る「
純
米
吟

醸
と
み
や
ま
」は
、12
月
に
は
8
0
0
口

限
定
で
オ
ー
ナ
ー
の
手
元
に
届
け
ら
れ

ま
す
。

で
ん
し
ょ
う
き
ょ
う
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（平成26年度からの取組）
□朝読書の実施・・・朝の時間に本を読み、穏やかな一日の始まりをこころがけます。

□新聞の購読・活用・・・学校生活や授業で新聞を活用します。

□辞書の配布・・・小学校3年生に国語辞典、中学校１年生に英和・和英辞典を配布し、常に机の上に辞書を置
　　　　　　　  き、わからない時はすぐ引ける教育環境をつくり、自分で調べる力を育てます。

□ALT（外国語指導助手）の活用・・・中村地域に4人、西土佐地域に1人、合計5人体制で外国語活動・英語教育
　　　　　　　　　　　　　　　 の充実に努めます。

□小中学校 校長会の充実・・・校長会を毎月開いて、四万十市の教育の状況について共通理解し、『オール　
　　　　　　　　　　　　　四万十』で課題に取り組んでいきます。

□教育風土づくり・・・学校や学校教育課の取組を広報やホームページ等で発信します。

□学校教育の充実のための取組

　一校一役指定研究

小中学校25校全ての学校が、各学校に応じた内容で研究します。
12月21日（月）には、一校一役　『オール　四万十』実践交流発表会を開催し、各学校の取組を交流します。保

護者・地域の皆さまにもご案内する予定です。ぜひ、お越しください。

権
谷
せ
せ
ら
ぎ
交
流
館

展
示
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
西
土
佐
江
川
に

あ
る
民
具
資
料
館

「
権
谷
せ
せ
ら
ぎ
交

流
館
」の
展
示
室
が

４
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

　
３
階
の
一
室
で

以
前
か
ら
満
州
分

村
関
連
の
資
料
を

展
示
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

展
示
台
な
ど
の
新

設
や
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
な
ど
に
よ
り
展
示
ス

ペ
ー
ス
を
広
く
確
保
し
、合
わ
せ
て
新
た
な
資
料

も
加
わ
り
、当
時
の
分
村
に
関
す
る
写
真
等
の
資

料
が
よ
り
見
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
料
館
を
管
理
運
営
し
て
い
る
権
谷
郷（
ご
ん

だ
に
む
ら
）代
表
の
佐
川
嘉
明
さ
ん
は
、「
今
回
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
は
、武
田
邦
徳
さ
ん

（
西
土
佐
西
ケ
方
在
住
）か
ら
パ
ネ
ル
や
分
村
関

連
図
書
の
寄
贈
も
し
て
い
た
だ
い
た
。戦
前
か
ら

戦
後
に
お
け
る
村
の
歴
史
を
伝
え
る
市
内
唯
一

の
展
示
場
で
あ
り
、戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り
継
い

で
い
く
た
め
に
も
貴
重
な
資
料
を
多
く
展
示
し

て
い
る
。今
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
で
も
あ

る
の
で
、多
く
の
方
々
に
展
示
を
見
に
来
て
も
ら

い
た
い
。」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、入
館
は
予
約
制
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
権
谷
郷
　
☎（
5
2
）2
2
0
6

　（
市
）教
育
委
員
会 

西
土
佐
教
育
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
0

本年度の学校教育の取組

四万十市の子どもたちの学力を保障するために『オール 四万十』で取り組みます。

（平成27年度からの新たな取組）
■学校図書館活動の充実
　・・・学校図書担当・図書館支援員を集めて年3回研修会を実施し、読書活動の推進に取り組みます。

■生活面「みんなで あいさつ運動」　学習面「毎日 予習・復習」
　・・・小中学校25校全ての学校で工夫して取り組みます。

【問い合わせ先】（市）教育委員会　学校教育課　☎（34）5445 

●小中連携
●学力向上（基礎基本）
●学力向上（教科研究）
●教育課程
●土曜授業活用
●ＮＩＥ活用（新聞活用）
●外国語教育・英語教育
●小規模複式
●道徳教育 

：下田中学校区（下田中・下田小・竹島小）
：東山小・西土佐小・西土佐中 
：具同小・中村中・中村西中 
：中村小 
：蕨岡小・利岡小・蕨岡中・後川中 
：大用小・川登小・東中筋小・大用中・大川筋中
：八束小・八束中 
：中筋小・中筋中
：中村南小・東中筋中 

市教委だより
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し
っ
か
り
と
か
ん
で
、お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
は
、

歯
の
病
気
を
防
ぐ
の
は
も
ち
ろ
ん
、全
身
へ
の
良
い

効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歯
は
０
歳
か
ら
生
え
始
め
、生
え
か
わ
り
な
が
ら

大
人
の
歯
が
そ
ろ
い
ま
す
が
、年
齢
や
身
体
の
状
態
、

生
活
リ
ズ
ム
や
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
口
の
中
の
よ

う
す
も
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
っ
か
り
と
か
み
、お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
ら
れ

る
口
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？
皆
さ
ん
誘
い
あ
っ
て
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
　
８
月
９
日（
日
）　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
市
立
中
央
公
民
館
　
１
階
大
会
議
室

講
演
　【
演
題
】口
の
中
は
ふ
し
ぎ
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　【
講
師
】国
立
モ
ン
ゴ
ル
医
科
大
学

　
　
　
　
　
　
客
員
教
授
　
岡
崎
　
好
秀

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）保
健
介
護
課
　
☎（
3
4
）1
1
1
5

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

〜
口
の
中
は
不
思
議
が
　
　

　
　
　
　
　
　
い
っ
ぱ
い
〜

14日（火）

16日（木）

19日（日）

21日（火）

22日（水）

23日（木）

29日（水）

30日（木）

31日（金）

3日（月）

4日（火）

5日（水）

7日（金）

71年に1度は健診を

乳幼児（赤ちゃん）相談、ママタッチ教室

胃がん検診

特定健診／前立腺がん検診

乳がん（マンモグラフィ）検診

乳児、1歳6カ月児、3歳児健診

献血

ひまわり健診／前立腺がん検診

子宮頸がん検診

乳がん(マンモグラフィ )検診

乳児健診

マム＆チルドレン

ぴよっこクラブ（親子の集い）

乳児健診

胃がん検診

特定健診／前立腺がん検診

1歳9カ月児健診

定例健康相談

胃がん検診

特定健診／前立腺がん検診

乳がん検診

乳児健診

3歳児健診

中村地区

中村地区

蕨岡地区、西富山地区

中村地区

健康管理センター

中央公民館

西土佐保健センター

フジグラン四万十店

西土佐保健センター

中央公民館

健康管理センター

具同体育センター

西土佐保健センター

健康管理センター

蕨岡中学校体育館

健康管理センター

西土佐総合支所

文化センター

健康管理センター

健康管理センター

9：30～11：00

7：30～9：30

8：30～11：00、13：30～15：00

9：00～11：30、13：30～16：00

受付 13：30～

11：00～17：00

9：30～10：30、13：30～14：30

9：30～11：30、13：30～15：30

9：00～11：30、13：30～16：00

12：50～13：30

 10：00～11：30

9：30～11：30

12：50～13：30

7：30～9：30

8：30～10：30、13：30～14：30

12：50～13：30

9：00～11：00

7：30～9：30

8：30～11：00、13：30～15：00

9：00～11：30、13：30～16：00

12：50～13：30

12：50～13：30

時間

8月

7月

事業名 該当地区月日 場所

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課0(34)1115　（総合支所）保健課0(52)1132

注）特定健診（生活習慣病健診）、ひまわり健診は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診券を送付している人 および、40歳以上の
　 協会けんぽ等に 加入している被扶養者の人が対象です。
※7月10日（金）までの計画については、広報四万十6月号に掲載しています。

参
加
費
無
料

託
児
室
が
あ
り
ま
す

託
児
を
希
望
さ
れ
る
人
は

7
月
31
日
ま
で
に
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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《
四
万
十
市
健
康
の
秘
訣
12
か
条
》

　
第
２
条「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
を
と
ろ
う
」

　
正
し
い
食
べ
方
の
基
本
は「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
」と
い
わ
れ
ま
す
。こ
の「
バ
ラ
ン
ス
が
良
い

食
事
」と
は
ど
の
よ
う
な
食
事
で
し
ょ
う
か
？

　
栄
養
学
的
に
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
が
適
切
で
、必

要
な
栄
養
素
が
適
量
含
ま
れ
て
い
る
食
事
が
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
健
康
食
と
し
て
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る

日
本
型
の
食
事
は
、一
汁
三
菜
が
基
本
に
な
っ
て

い
ま
す
。一
汁
三
菜
と
は
、ご
飯
に
汁
も
の
、お
か

ず
３
種（
主
菜
１
品
、副
菜
２
品
）で
構
成
さ
れ
た

献
立
。ご
飯
を
主
食
に
、汁
も
の
で
水
分
を
、魚
や

大
豆
な
ど
の
主
菜
、煮
物
や
あ
え
物
な
ど
野
菜
の

副
菜
が
添
え
ら
れ
た
食
事
で
、必
要
な
栄
養
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
と
れ
ま
す
。多
く
の
栄
養
素
が
交
互

に
胃
に
入
っ
て
混
ざ
り
合
う
こ
と
で
、消
化
や
吸

収
が
よ
く
な
っ
た
り
、余
分
な
脂
肪
や
糖
分
、塩

分
を
排
出
し
た
り
と
い
っ
た
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。 

　
食
事
の
際
に
は
、「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
が
そ

ろ
っ
て
い
る
か
」を
確
認
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

次
回
は
、健
康
の
秘
訣
12
か
条
の
第
３
条「
間
食
は
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」で
す
。

四
万
十
市
健
康
の
秘
訣
12
か
条
は
、１
条
ず
つ
詳
細
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

四
万
十
市
健
康
増
進
計
画
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）保
健
介
護
課
　
保
健
衛
生
係
　
☎（
３
４
）１
１
１
５

〜

〜

「
妊
娠
期
・
胎
児
期
」に
つ
い
て

　
胎
児
の
歯
は
、妊
娠
７
週
目
に
な
る
と
、歯
の「
芽
」が
で
き
て
き
ま
す
。そ
し
て
４
カ
月
ご

ろ
に
な
る
と
歯
に
カ
ル
シ
ウ
ム
分
が
沈
着
し
、少
し
ず
つ
硬
い
歯
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
歯
は
い
っ
た
ん
で
き
あ
が
る
と
、後
で
い
く
ら
栄
養
分
を
と
っ
て
も
そ
の
栄
養
を
取
り
入

れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。で
す
か
ら
、こ
の
時
期
の
食
生
活
は
大
切
で
す
。

　
丈
夫
な
歯
を
赤
ち
ゃ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
た
め
、カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ

タ
ミ
ン
、良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
中
の
お
口
の
状
態

○
妊
娠
性
歯
肉
炎
や
歯
周
病
の
リ
ス
ク

　
妊
娠
中
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
増
加
に
よ
り
、歯
肉
が
赤
く
腫
れ
や
す
く
、出
血
も
お
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、歯
周
病
に
よ
り
、早
産
や
低
体
重
児
出
産
の
リ
ス
ク
が
２
〜
４
倍
に
な
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、喫
煙（
受
動
喫
煙
含
む
）は
歯
周
病
を
更
に
悪
化
さ
せ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

○
む
し
歯
の
増
加

　
妊
娠
す
る
と
お
口
の
唾
液
が
酸
性
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、つ
わ
り
な
ど
で

食
事
や
間
食
の
回
数
が
増
え
た
り
、不
十
分
な
歯
み
が
き
な
ど
に
よ
り
、ま
す
ま
す
む
し

歯
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

妊
娠
中
の
口
腔
ケ
ア

○
お
母
さ
ん
の
お
口
の
健
康
づ
く
り

　
妊
娠
中
の
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
、お
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
一
番
大

切
で
す
。つ
わ
り
で
体
調
の
悪
い
時
は
体
調
の
よ
い
時
間
帯
に
磨
く
等
、歯
み
が
き
は
工

夫
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
積
極
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
安
定
期
に
積
極
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
受
動
喫
煙
を
防
ご
う

　
家
族
の
協
力
を
得
て
、受
動
喫
煙
、喫
煙
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

四
万
十
市
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
保
健
衛
生
係
　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係
　
　
　
　
　
☎（
5
2
）1
1
3
2

〜

〜

ひ
け
つ

ごはん・パン・麺
（エネルギー源）

魚・肉・卵・大豆
（身体をつくる）

主食 主菜

野菜・海藻・きのこ・芋
（身体の調子を整える）

副菜

副菜
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左
記
に
該
当
す
る
人
は
、「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
が
ん
検

診
の
総
合
支
援
事
業
」に
よ
り
、市
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。対
象
者
に
は
６
月
に「
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」と「
検
診
手
帳
」を
お
送
り
し
て
い
ま
す

の
で
、検
診
を
希
望
す
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
ク
ー
ポ
ン
券
有
効
期
限
は
平
成
28
年
１
月
31
日
ま
で
）

子
宮
頸
が
ん
無
料
検
診
対
象
者

平
成
６
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
７
年
４
月
１
日
生
の
人

乳
が
ん
無
料
検
診
対
象
者

昭
和
49
年
４
月
２
日
〜

　
昭
和
50
年
４
月
１
日
生
の
人

※

「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」は
市
の
集
団
検
診
の
ほ
か

　
左
記
の
医
療
機
関
等
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
可
能
医
療
機
関
等（
幡
多
郡
内
）

乳
が
ん
検
診
受
診
可
能
医
療
機
関
等（
幡
多
郡
内
）

菊
地
産
婦
人
科
医
院

山
本
産
婦
人
科
小
児
科

高
知
県
総
合
保
健
協
会
幡
多
健
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
0
8
8
0(

6
6
）2
8
0
0

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課 

保
健
係
　
　
　
☎（
5
2
）1
1
３
２

☎（
3
4
）3
3
5
1

☎（
3
7
）5
5
6
6

高
知
県
立
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

高
知
県
総
合
保
健
協
会
幡
多
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
8
0(

6
6
）2
2
2
2

☎
0
8
8
0(

6
6
）2
8
0
0

平成27年度　国民健康保険税について

第1期は7月31日となっています。納期限内に忘れずに納めましょう。

　国民健康保険制度は、万一の病気やケガのとき、安心して医療を受けられるようにするための

助け合いの制度です。加入者皆さんの納める国保税によって支えられています｡

　平成27年度の納期限は次のとおりです｡　

●
国
保
税
の
軽
減
制
度

　
国
保
税
に
は
、世
帯
主
お
よ

び
国
保
加
入
者
等
の
前
年
中
の

所
得
に
よ
り
、均
等
割
額
と
平

等
割
額
に
つ
い
て
７
割
、５
割
、

２
割
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま

す
。
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は

所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
保
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、国
保
へ
の

加
入
届
け
を
し
な
い
で
い
る

と
、国
保
資
格
を
得
た
年
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
、ま
と
め
て
国

保
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。ま
た
、新
し
く
他

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

も
、国
保
の
脱
退
届
け
を
し
な

い
と
、二
重
に
保
険
税
を
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。転
入
、転
出
や
他
の
健
康
保

険
へ
の
加
入
、脱
退
等
、国
保
資

格
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
納
税
相
談
に
つ
い
て

　
病
気
ま
た
は
災
害
な
ど
特
別

な
事
情
に
よ
り
、国
保
税
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、分
割
納

付
や
減
免
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。減
免
は
、納
期
限
７
日
前
ま

で
の
申
請
が
必
要
で
す
。
早
め

に
納
税
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
庁
）　

　〔
課
税
に
つ
い
て
〕

　
　
税
務
課
市
民
税
係

　
　
☎（
３
４
）１
１
１
２

　〔
納
税
に
つ
い
て
〕

　
　
税
務
課
収
納
係
 

　
　
☎（
３
５
）５
５
５
２

　〔
資
格
に
つ
い
て
〕

　
　
市
民
課
国
保
係

　
　
☎（
３
４
）１
１
１
４

（
総
合
支
所
）

　
　
西
土
佐
住
民
分
室

　
　
☎（
５
２
）１
１
１
１

第１期

7月31日

第２期

8月31日

第３期

9月30日

第４期

11月2日

第５期

11月30日

第６期

12月25日

第７期

2月1日

第８期

2月29日
年金支給月

普通徴収 特別徴収

税務課
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☆
保
険
料
の
計
算
方
法

　
保
険
料
は
一
律
に
負
担
し
て
い
た
だ
く「
均

等
割
額
」と
、所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ

く「
所
得
割
額
」を
合
計
し
て
被
保
険
者
個
人
ご

と
に
算
出
し
ま
す
。

○
総
所
得
金
額
等
と
は
総
所
得
金
額（
公
的
　

　
年
金
等
控
除
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
）と
山

　
林
所
得
、土
地
建
物
の
譲
渡
所
得
等
の
分
離

　
課
税
所
得
の
合
計
で
す
。

○
所
得
の
低
い
人
や
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

　
で
あ
っ
た
人
に
対
す
る
軽
減
措
置
は
、引
き

　
続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
一
人
当
た
り
の
保
険
料
の
上
限
は
57
万
円
で

　
す
。

☆
保
険
料
の
納
付

　【
特
別
徴
収
】(

年
金
天
引
き)

　
　
原
則
と
し
て
、年
額
18
万
円
以
上
の
年
金

　
受
給
者
は
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
た

　
だ
し
、介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額

　
が
、年
金
額
の
１
／
２
を
超
え
る
場
合
は
普

　
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　【
普
通
徴
収
】

　
　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
は
、納

　
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
市
へ
納
付
し

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　※

納
付
方
法
を「
年
金
天
引
き
」か
ら「
口
座

　
　
振
替
」に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。口

　
　
座
振
替
に
変
更
す
る
場
合
は
、事
前
に
申

　
　
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
の
時
期

　
　
に
よ
り
、年
金
天
引
き
を
中
止
す
る
時
期

　
　
が
異
な
り
ま
す
。

☆
保
険
料
の
減
免

　
災
害
や
病
気
ま
た
は
失
業
等
で
生
活
が
著
し

く
困
窮
す
る
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
と
き
は
、申
請
に
よ
り
保
険
料

が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
７

日
前
ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
保
険
証
の
更
新

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

が
医
療
機
関
の
窓
口
で
負
担
す
る
割
合（
１
割
ま

た
は
３
割
）に
つ
い
て
は
、毎
年
前
年
中
の
所
得

に
よ
り
、再
判
定
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
で
す
。８
月
１
日
か
ら
使
え
る
新
し
い

保
険
証
は
、７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）市
民
課 

国
保
係

　
　
　
　
　
　
☎（
３
４
）１
１
１
４

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
　
　
　
　
　
☎（
５
２
）１
１
１
１
　
　
　

平
成
27
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

決
定
通
知
書
は
７
月
13
日（
月
）発
送
予
定
で
す

年間保険料

＝

均等割額　51,793円

+

所得割額

（総所得金額等－33万円）

×

10.35％

　
市
で
は
、「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、す
こ
や
か
で
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」を
目
指
し
て
、次
の
よ
う
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。ご
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、保
健
介
護
課
ま
た
は
保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
は
つ
ら
つ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

＜

対
象
者＞

本
市
に
住
所
を
有
す
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は
65
歳
以
上
の
独

居
高
齢
者
で
、要
介
護
認
定
が
非
該
当
の
方
。

＜

事
業
内
容＞

四
万
十
市
多
目
的
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー「
一
条
の
里
」へ
送
迎
バ
ス

に
よ
る
通
所
の
方
法
で
集
ま
り
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、健
康
相
談
、趣
味
の
創
作
活
動
、

機
能
訓
練
お
よ
び
簡
単
な
運
動
等
を
行
い
ま
す
。

＜

利
用
者
負
担＞

１
回
あ
た
り
　
６
０
０
円（
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
原
材
料
費
、創
作

活
動
材
料
費
）

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

＜

対
象
者＞

本
市
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、要
介
護
認
定
が
非

該
当
の
方
。

＜

事
業
内
容＞

西
土
佐
地
区
の
２
カ
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
送
迎
バ
ス

に
よ
る
通
所
の
方
法
で
集
ま
り
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、健
康
相
談
、趣
味
の
創
作
活
動
、

機
能
訓
練
お
よ
び
簡
単
な
運
動
等
を
行
い
ま
す
。

＜

利
用
者
負
担＞

１
回
あ
た
り
　
６
０
０
円（
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
原
材
料
費
、創
作

活
動
材
料
費
）

高
齢
者
日
常
生
活
用
具
購
入
費
補
助

＜

対
象
者＞

本
市
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
、市
民
税
非
課

税
世
帯
ま
た
は
市
民
税
の
う
ち
均
等
割
の
み
の
世
帯
で
あ
る
方
。

＜

事
業
内
容＞

市
内
に
住
所
を
有
し
、か
つ
居
住
す
る
高
齢
者
に
対
し
、火
災
か
ら

身
の
安
全
を
図
る
た
め
の
日
常
生
活
用
具
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

＜

補
助
上
限
額＞

電
磁
調
理
器
　
３
万
円

　
　
　
　
　
　
　
自
動
消
火
器
　
２
万
円

　
　
　
　
　
　
　
火
災
警
報
器
　
１
万
円

※

購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。購
入
し
た
後
で
の
補
助
金
の
申
請
は
お
受
け
で

　
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
高
齢
者
福
祉
係
　
☎（
３
４
）１
１
６
５

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係
　
　
　
　
　
　
☎（
５
２
）１
１
３
２

高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す

P
a
r
t
３
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～窓口負担と入院時の食事代の減額制度について ～～窓口負担と入院時の食事代の減額制度について ～～窓口負担と入院時の食事代の減額制度について ～
70歳未満の方の自己負担限度額（月額）【平成27年1月診療分以降】

【70歳以上の人】（後期高齢者医療加入者含む）
○住民税非課税世帯の人は、窓口負担と入院時の食事代の減額を受けられます。
○住民税課税世帯の人は、入院時の食事代の減額は受けられませんが、手続きなしで窓口負担は減額されます。

※1　過去１年間の入院日数が90日を超え、長期認定を受けた場合（後期高齢者医療では認定を受けてから90日を超え長期
認定を受けた場合）

※2　単身世帯で年金収入80万円以下の世帯等
※3　入院医療の必要性の高い人は、一般病床に入院時の取り扱いとなる場合があります。

◆認定証の交付を受け、医療機関の窓口で提示しないと減額の適用は受けられません｡

◆7月31日までの認定証の交付を受けている人の手続きについて
　（国保加入者）8月1日以降も引き続き減額の適用を受けるためには、再度申請が必要です｡

　（後期高齢者医療加入者）申請は不要です。8月1日以降も引き続き減額の対象となる人には、7月下旬に認定証
　　　　　　　　　　　　を送付します。

（本　　庁）市民課 国保係　　☎（34）1114
（総合支所）西土佐住民分室　 ☎（52）1111

（　）内の金額は、過去12カ月に4回以上高額療養費の支給を受ける場合の、4回目以降の限度額です。

◆ 手続きの方法等（申請受付　7月6日（月）～）

区    　　分

住民税課税世帯

住民税非課税世帯（区分Ⅱ）

申請に必要なもの その他注意点

療養病床に入院時の食事代および居住費　※3
一般病床に入院

時の食事代

1食 260円

（減額なし）

1食 210円

1食 160円 ※1

1食 100円

入院時生活療養Ⅰを算定する

保険医療機関に入院の場合

入院時生活療養Ⅱを算定する

保険医療機関に入院の場合

（食事代）1食 460円

（居住費）1日 320円

（食事代）1食 420円

（居住費）1日 320円

住民税非課税
世帯（区分Ⅰ）

※2

下記以外

老齢福祉
年金受給者

（食事代）1食 210円

（居住費）1日 320円

（食事代）1食 130円

（居住費）1日 320円

（食事代）1食 100円

（居住費）1日 0円

○保険証・印鑑・交付済の認定証（更新の人）
○90日を超える入院期間のわかる領収書や証明書
　など（該当している人のみ）

平成26年中の所得を申告していない人は、申請す
る前に（本庁・総合支所）税務課などで申告をする
必要があります｡

《国民健康保険・後期高齢者医療制度》

区分

ア

イ

ウ

エ

オ

所得要件

所得金額

901万円超

所得金額

600万円超901万円以下

所得金額

210万円超600万円以下

所得金額

210万円以下

世帯主および国保加入者

全員が住民税非課税

月　　額

252,600円＋（医療費－842,000円）×1％

（4回目以降限度額　140,100円）

167,400円＋（医療費－558,000円）×1％

（4回目以降限度額　93,000円）

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

（4回目以降限度額　44,400円）

57,600円

（4回目以降限度額　44,400円）

35,400円

（4回目以降限度額　24,600円）

【受付窓口・問い合わせ先】
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

保 育 所 名
東中筋保育所
もみじ保育所
古津賀保育所

具 同 保 育 所

愛 育 園

7月14日
8月10日
8月 4日
7月17日
8月10日
7月15日

火
月
火
金
月
水

時　間
9：30 ～ 11：00
9：30 ～ 11：00
10：00 ～ 11：00

9：30 ～ 10：30

9：30 ～ 10：30

駐車場
数台分有
〃
〃

〃

なし

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター

“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

　　親子ふれあい活動

みんなでプール
①②③グループみんな一緒にプール遊び。アヒルさんに

なったり、手作りのシャワーでお友だちと水遊びを楽しも

う♪大きいプールにも入るよ。

7月23日(木)、30日（木）、8月6日（木）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

ぴよちゃんプール
①②グループさん一緒に水遊び。プールにお魚を浮かべて

みんなで遊ぼう！

8月5日(水)　9：30～11：30

子育て支援センター

◆0歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

　　その他の活動　

6月・7月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝い

しようね。ぽっぽさんは、誕生会後ティータイムもありま

す。参加される人は、子どもさんの飲み物と、お茶代50円・

手作りおやつ材料代100円、合わせて150円をご持参くだ

さい。おつりのいらないようにお願いします。おやつは、お

家から持参していただいてもかまいません。

［ぴよちゃんクラブ］　7月15日（水）　9：30～11：30

［1・2・3歳児］　7月16日(木)　9：30～11：30

子育て支援センター

時

場

時

場

時

場

時

場

◆お誕生会

栄養士さんが初期の離乳食の作り方を教えてくれます。試

食もできますよ。これから始めようと思っているお母さ

ん、ぜひ参加を！

7月28日（火）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆離乳食講習会

※初めて参加を希望される人は、準備などの都合がありま
　すので、あらかじめご連絡ください。活動内容によって
　は、ご遠慮をお願いする場合もあります。

月日

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!

食育編

四万十市福祉事務所　管理栄養士　橋田典子

作り方
①フライパンにごま油とにんにくスライスを入
　れ、熱します。
②にんにくの香りが出たら、そぎ切りした鶏もも
　肉を入れて両面焼き、いったん取り出します。
③シーフードミックスは、解凍して余分な水分を
　除いてから②のフライパンで炒め、酒を加えて
　ふたをして蒸し焼きにします。火が通ったら鶏
　肉を戻し、塩・こしょうで下味を付けます。
④砂糖・酢・しょうゆを合わせてフライパンに入
　れて、中火でからめます。最後に水溶き片栗粉
　を回しいれてとろみを付けます。
⑤レタスを繊維に垂直に細く切り、冷水にさらし
　てから水気を切り、たっぷり添えます。

＜材料＞4人分　　
鶏もも肉
シーフードミックス
酒
ごま油
にんにく
塩
こしょう
砂糖
酢
しょうゆ
水溶き片栗粉
付け合せのレタス

400ｇ
400ｇ
小さじ2
小さじ2
1かけ
少々
少々
小さじ2
大さじ1
大さじ1
適量
1/2玉

………………
…

………………………
…………………
………………

………………………
………………

……………………
………………………

………………
…………
……

鶏肉とシーフードのさっぱり炒め（所要時間：15分）

　家族団欒というと、食卓を家族で囲み楽しく食事をするイメージがあります。人は、おいしいものをだれかと食べる
時には、おのずと会話が弾みます。子どもたちはこうした会話や環境から、自然と食に関する知識やマナーを身につけ
ることができます。まだ幼い子どもさんがいらっしゃるご家庭では、いまこそ食卓を団欒の場にするいい機会です。
　辞書（参照：三省堂国語辞典）によると、「団欒」とは「集まって楽しくかたらうこと」とあります。子どもの成長につれ、
家族そろっての食事時間が取りにくくなってきたら、お茶を1杯飲む10分間だけでも、団欒の時間を作ってみてはいか
がでしょう。

冷凍庫にある食材を使って、忙しいときの時短メニュー。肉とシーフードの旨みが重なり、ごはんがす
すみます。酢を使うので、夏場の疲れ解消にも効果的です。使用する酢によって酸味が異なります。他の
酢に比べてアミノ酸を多く含む黒酢を使用すると、更に旨みが増して味がまろやかになるようです。

栄養成分（1人分）
エネルギー：183kcal　　
たんぱく質：22.7ｇ
脂質：6.1ｇ　　　

だんらん
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５
月
12
日
、不
破
緑
ヶ
丘
健
康
福
祉
委
員
会
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し

た
。
　
不
破
緑
ヶ
丘
健
康
福
祉
委
員
会
は
、平
成
25
年
４
月
か
ら
取
り
組
ん

で
き
て
２
年
と
１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。こ
の
日
は
介
護
予
防
、高
齢

者
・
障
害
者
生
き
が
い
交
流
事
業
の
１
０
０
回
記
念
表
彰
を
行
う
と
い

う
こ
と
で
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、例
年
よ
り
早
い
台
風
の
接
近
で
風
雨
が
強
い
中
、
17
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
90
回
以
上
の
参
加
者
が
２
人
、
80
回
代
の
参
加
者
が
４

人
、70
回
代
の
参
加
者
が
５
人
、60
回
代
の
参
加
者
が
２
人
、50
回
代
の

参
加
者
が
３
人
と
い
う
こ
と
で
、90
回
以
上
参
加
し
た
方
２
人
と
80
回

以
上
の
賛
助
会
員
と
し
て
参
加
し
手
伝
っ
て
く
れ
た
方
１
人
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、み
ん
な
で
号
令
を
か
け
な
が
ら
い
き
い
き
百
歳
体
操
を
行

い
、記
念
撮
影
を
し
て
、１
０
０
回
記
念
の
大
ビ
ン
ゴ
大
会
に
突
入
で

す
。ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
を
１
人
が
３
枚
持
ち
、番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

と
３
枚
の
中
か
ら
番
号
を
一
生
懸
命
に
探
し
ま
す
。こ
れ
が
な
か
な
か

大
変
そ
う
！「
で
も
、認
知
症
予
防
に
一
役
買
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。」

と
代
表
者
さ
ん
が
笑
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

　
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
や
け
ん
玉
と
い
っ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
メ

ニ
ュ
ー
や
、場
所
を
借
り
て
い
る
老
健
施
設
と
の
交
流
等
、地
区
住
民

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
高
齢
者
福
祉
係
　
☎（
3
4
）1
1
6
5

（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係
　
　
　
　
　
　
☎（
5
2
）1
1
3
2

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
」と
は
、男
女
が
、互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責

任
も
分
か
ち
合
い
、性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
と
聞
く
と
、女
性
の
人
材
育
成
や
登
用
、ま
た
、政
策
・
方
針
の

決
定
過
程
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
な
ど
、女
性
の
た
め
の
こ
と
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
、そ
れ
ら
も
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
大
事
な
取
り
組
み
で
す
が
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、男
性
が
家
庭
や
地
域
等
へ
参
画
し
て
い
く
こ
と
も
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
る
う
え
で
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
最
近
で
は
、「
イ
ク
メ
ン
」の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、男
性
の
中
に
も
育

児
に
積
極
的
に
か
か
わ
り
た
い
と
希
望
す
る
人
が
増
え
た
り
、地
域
活
動
に
男

性
が
参
加
す
る
な
ど
、男
性
の
男
女
共
同
参
画
も
進
ん
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
男
性
が
育
児
に
参
加
す
る
こ
と
で
、男
性
も
女
性
も
、仕
事
の
仕
方
や
考
え
方

が
変
わ
っ
て
く
る
の
と
同
時
に
、お
互
い
が
協
力
し
合
う
こ
と
で
生
ま
れ
る
育

児
の
楽
し
さ
も
あ
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
一
例
で
す
が
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、県
民
一
人
ひ
と
り

の
理
解
や
協
力
が
必
要
で
す
。家
庭
で
、職
場
で
、あ
る
い
は
地
域
活
動
の
場
で
、

男
女
が
と
も
に
参
画
し
、多
様
な
視
点
や
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
◎（
市
）人
権
啓
発
課

　
　
☎（
３
５
）１
０
３
５

　
◎（
県
）文
化
生
活
部
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
☎
０
８
８（
８
２
３
）９
６
５
１

　
◎
こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
ソ
ー
レ
」

　
　
☎
０
８
８（
８
７
３
）９
１
０
０

〜
介
護
予
防
、高
齢
者
・
障
害
者
生
き
が
い
交
流
事
業
が
１
０
０
回
を
迎
え
ま
し
た
〜 

健
康
福
祉
委
員
会
だ
よ
り
vol.2

 

【
不
破
緑
ヶ
丘
健
康
福
祉
委
員
会
】

人
口
カ
ル
テ：

80
世
帯
1
6
9
人（
男
性
91
人
、女
性
78
人
）

　
　
　
　
　  

65
歳
以
上
38
人
。高
齢
化
率
22
・
５
％

　
　
　
　
　  

（
平
成
27
年
５
月
１
日
現
在
。市
人
口
統
計
月
報
）

『
男
女
共
同
参
画
社
会
』に
向
け
て
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市
で
は
地
域
や
企
業
等
で
、人
権
学
習
会
を
す
る
時
の
講
師
紹
介
や
謝
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
課
題
は
、今
日
に
お
い
て
も
生
命
、身
体
の
安
全
に
か
か
わ
る
事
象
や
社
会
的
身
分
、門
地
、人
種
、信

条
、障
害
等
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
人
権
侵
害
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
身
近
な
人
権
課
題
を
正
し
く
理
解
し
解
決
し
て
、心
明
る
く
幸
せ
な
家
庭

生
活
と
地
域
社
会
が
築
か
れ
、「
認
め
あ
い
　
支
え
あ
う
　
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」が
実
現
さ
れ

る
よ
う
に
、あ
な
た
の
地
区
や
企
業
で
も
人
権
学
習
会
を
し
ま
せ
ん
か
。

□
趣
旨

　
皆
さ
ん
に
人
権
の
課
題（
子
ど
も
・
女
性
・
高
齢
者
・
同
和
問
題
・
障
害
者
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
ハ
ン
セ
ン
病

感
染
者
、外
国
人
な
ど
）に
つ
い
て
学
習
し
て
い
た
だ
き
、「
認
め
あ
い
　
支
え
あ
う
　
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

□
支
援
の
内
容

　
①
四
万
十
市
人
権
教
育
・
啓
発
登
録
講
師
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　
②
四
万
十
市
講
師
等
謝
金
の
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
、講
師
謝
金
を
助
成
し
ま
す
。

　
③
人
権
啓
発
用
ビ
デ
オ
等
の
貸
し
出
し
。

□
学
習
会
の
内
容

　
講
演
会
、人
権
コ
ン
サ
ー
ト（
弾
き
語
り
）、お
話
や
ビ
デ
オ
鑑
賞
な
ど
人
権
に
係
る
学
習
で
す
。

□
人
権
問
題
啓
発
研
修
会

　
対
象
者
　
企
業
・
各
種
団
体

　
主
　
催
　「
企
業
等
」ま
た
は「
企
業
等
・
四
万
十
市
」

□
地
区
別
人
権
教
室

　
対
象
地
区
　
四
万
十
市
全
地
区

　
主
　
　
催
　「
開
催
地
区
」ま
た
は「
開
催
地
区
・
四
万
十
市
」

　
開
催
時
間
　
９
時
〜
20
時
30
分（
原
則
）

　
　
　
　
　
　
当
該
地
区
民
・
住
民
の
協
力
の
も
と
に
集
会
所
等
に
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

※
申
請
方
法
や
実
施
期
間
な
ど
詳
細
な
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】人
権
啓
発
課
　
☎（
3
5
）1
0
3
5

「
四
万
十
市
人
権
問
題
啓
発
研
修
会
・
地
区
別
人
権
教
室
支
援
事
業
」の

お
知
ら
せ
と「
四
万
十
市
人
権
教
育
・
啓
発
講
師
」の
紹
介
に
つ
い
て

「四万十市人権教育・
啓発講師」紹介

山
本
　
衞

松
井
　
浩
之

岡
﨑
　
久

威
能
　
英
明

森
本
　
悦
夫

稲
田
　
充
宏

田
　
小
嬌

人
権
全
般

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
見
た
人
権
全
般

人
権
全
般

人
権
全
般

子
ど
も
の
人
権
　
同
和
問
題（
弾
き
語
り
）

人
権
全
般

外
国
人
の
人
権

氏　名

テーマ

四万十市人権教育研究大会
　市民の皆さんの基本的人権を守るために真の連帯を深め、その手法・内容について学びあい、共通の認識のも
と課題解決に向けた活動を行いましょう。多数のみなさんの参加をお待ちしています。

■日 時 　7月29日（水）　9:30 ～ 16:40

※駐車場：中村小学校校庭・市立中村中学校校庭（お車にはできるだけ乗り合わせてご参加ください）

■参加費　無料
■研究テーマ　
　差別の現実から深く学び、生活を高め、未来を保障する教育を確立しよう。
　人権課題の解決に向けて取り組む教育を全市民とともに創造しよう。
■講演
　『命の光を大きく輝かせるために』  ― 私の「夜間中学」教師体験記 ―

　松崎運之助さん（元・夜間中学校教諭）
　〔山田洋次監督作品の映画「学校」で西田敏行さんが演じる主人公のモデルであり原案者〕

主催　四万十市・四万十市教育委員会
共催　四万十市中村地区人権教育研究協議会、四万十市西土佐地区人権教育研究協議会
【問い合わせ先】　（市）人権啓発課　☎（35）1035

時　間
内　容

会　場

分科会

テーマ

発表者（校）

9:00～9:30
受　付

9:30～10:00
開会行事

10:00～11:40
講演

11:40 ～ 13:20

昼食・移動

13:20 ～ 16:40
分科会・閉会

市立文化センター
市立中村中学校

市立文化センター

第1分科会
人権確立をめざ
す教育の創造
中村南小学校・川登小学校・竹島小学校・東中筋小学校・後川中学校・八束中学校・中筋中学校・蕨岡
中学校・竹島保育所・福祉工場「中村」「ひまわり」ホーム

第2分科会
学校と地域における
子どもの自主的活動

第3分科会

進路・学力保障

第4分科会
人権確立をめざす地域
の教育力と文化創造

第5分科会
生活課題と学
習・啓発活動

みちのすけ
高知県聴覚障害者協会の手話通訳がつきます。
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戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

　

〜
第
十
回
特
別
弔
慰
金
が

　
　
　
　
　

支
給
さ
れ
ま
す
〜

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

　

〜
第
十
回
特
別
弔
慰
金
が

　
　
　
　
　

支
給
さ
れ
ま
す
〜

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

　

〜
第
十
回
特
別
弔
慰
金
が

　
　
　
　
　

支
給
さ
れ
ま
す
〜

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、平
成
27
年
４
月

１
日
に
お
い
て
、公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
に
、第
十
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面

25
万
円
、5
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
者

　
対
象
者
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

　
１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

　
２
　
戦
没
者
等
の
子

　
３
　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生
計
関
係
を
有
し
て
い

　
　
　
る
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
　

　
　
　
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

　
４
　
右
記
１
か
ら
3
以
外
の
ご
遺
族
で
、戦
没
者
等
の

　
　
　
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

　
　
　
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

○
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、5
年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
受
付
期
間

　
平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
請
求
受
付
先
】

（
本
　
　
庁
）福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎（
3
4
） 

1
1
2
0

（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　
☎（
5
2
） 

1
1
3
2

№24№24交通安全指導員だより交通安全指導員だより交通安全指導員だより

交通事故に気をつけよう！！
～　交通安全教室②　～

交通事故に気をつけよう！！
～　交通安全教室②　～

横断歩道の歩き方や自転車の乗り方など、みなさん真剣に学習してくれました。
交通ルールを守って、事故にあわないようにみんなで気をつけましょう。

み
ぎ
を
み
て
　
ひ
だ
り
を
み
て

　
も
う
い
ち
ど
み
ぎ
を
み
て

み
ぎ
を
み
て
　
ひ
だ
り
を
み
て

　
も
う
い
ち
ど
み
ぎ
を
み
て

【担当課】環境生活課 市民生活係　☎（35）4147

中村南小学校

中筋小学校

大用小学校

川登小学校

下田小学校

東中筋小学校

自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す
。交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

車
は
み
て
く
れ
て
る
か
な
？
あ
ん
ぜ
ん
を
目
で
か
く
に
ん
し
て
ね
。
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　供用開始区域になると、皆さんの家庭の台所、風呂、トイレなどからの汚水を公共下水道へ流すための排水設
備工事（宅内の配管等の工事）を行うことが、下水道法で義務づけられています。
　公共下水道ができても、その地域にお住まいの皆さんに利用していただけなければ、せっかくの施設も効果を
発揮することができません。
　公共下水道による公衆衛生の向上と生活環境の改善のため、早期の下水道接続をお願いします。
※市では分流式下水道となっており、生活雑排水などの汚水と雨水は分けて処理されます。

融資あっせん利子補給制度

下 水 道 使 用 料

排水設備工事の施工は指定工事店で

【制度の内容】
◆融資限度額　50万円まで
◆償還方法　元金均等毎月償還(48回払い以内)
◆市が負担する利子の割合
供用開始の日から排水設備工事の計画申請を提出する
時期に応じて次のように異なります。

　６ヵ月以内 　　　　　　利子の全額
　６ヵ月を経過し１年以内　　80％
　１年を経過し２年以内 　　60％
　２年を経過し３年以内 　　40％
　３年を経過 　　　　　　適用除外

　※市が負担する利子以外の利子は、自己負担となり　
　ます。
◆制度対象者の条件
　☆自己の居住を目的とした建物の排水設備工事であ
　　ること。（新築の場合は対象外）
　☆市税、受益者負担金を滞納していないこと。
　☆市内に居住する連帯保証人１名を有すること。

　皆さんが行う排水設備工事の一時的な費用負担
を軽減するため、市内の金融機関と市の契約に
よる工事費の融資制度があります。
　この制度は、皆さんに金融機関から融資を受け
てもらい、その償還にかかる利子の全部または
一部を市が負担するものです。

　排水設備工事は、皆さんのご負担で行ってい
ただきますが、工事は市が指定した「指定工事
店」でなければ施工できません。
　53業者（平成27年度現在）を指定していま
すので工事費の見積金額等を検討したうえで
発注してください。

　排水設備工事が完了して、下水道を使用するよ
うになったときから、下水道使用料を毎月納めて
いただくことになります。
　この使用料は、下水処理施設の管理運営を行う
ために必要な費用です。
　下水道使用料は、通常は上水道の計量メーター
の毎月の使用水量により計算されます。
　また、地下水を汲み上げている場合は、市が貸
与する計量メーターで水量を認定します。

問い合わせ先：（市）上下水道課 下水道係　☎（34）6129

域になると、皆さんの家庭の台所、風呂、トイレなどからの汚水を公共下水道へ流すた

　
認
知
症
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
は
い
ま

せ
ん
か
。

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
、参
加
者
間
で
思
い
や
悩
み
を
共
有
し
、支
え
合
う

た
め
の
座
談
会
で
す
。

　
ほ
か
の
人
に
は
な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
、同
じ
体
験
を
し

て
き
た
人
ど
う
し
な
ら
分
か
り
あ
え
、介
護
で
疲
れ
た
こ
こ
ろ
が
少
し
で
も
楽

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。初
め
て
の
人
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
７
月
28
日（
火
）　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー(

市
民
病
院
敷
地
内)

★
家
族
の
人
だ
け
で
も
、認
知
症
の
人
と
ご
一
緒
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

★
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
も
参
加
し
ま
す
。

★
薬
剤
師
さ
ん
の
参
加
も
あ
り
ま
す
。お
薬
の
こ
と
の
相
談
も
で
き
ま
す
よ
。

★
今
回
は
学
習
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局
　
松
岡
時
規
子
　
☎（
３
４
）４
５
２
８

　
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎（
３
４
）０
１
７
０

四
万
十
市
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

　
南
国
市
岡
豊
町
に
お
住
ま
い
の
上
村
加
代
子
さ
ん
よ
り
、陶
芸「
燦

（々
さ
ん

さ
ん
）四
万
十
川
」を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
作
品
は
、上
村
さ
ん
の

ご
主
人
で
、数
々
の
著
名
な
展
覧
会
で
入
選
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
故 

上
村
宜

道（
よ
し
み
ち
）さ
ん
の
制
作
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ご
主
人
は
生
前
に
中
村
を
何
度

か
来
訪
さ
れ
、四
万
十
の
自
然
に

大
変
愛
着
を
持
た
れ
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。四
万
十
川
の
名
を
冠

す
る
こ
の
作
品
が
、四
万
十
市
に

活
力
を
与
え
、今
後
益
々
の
発
展

を
遂
げ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
奥

さ
ま
の
温
か
い
お
気
持
ち
か
ら
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
作
品
は
市
長
室
に
展
示
し
て

い
ま
す
。

陶
芸
作
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
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ご
存
じ
で
す
か
！

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

Ｑ
＆
Ａ

7
平成27年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

7 （436冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

美しい果実

逆境を越えて

軍人皇帝のローマ

決戦！大阪城

深夜食堂　14巻

中島ハルコの恋愛相談室  

ヌエのいた家

有機野菜ビックリ教室

唐瓜　直

山岡　淳一郎

井上　文則

葉室　麟

安倍　夜郎

林　真理子

小谷野　敦

東山　広幸

にちようびの森 

風のヒルクライム  

ころころくるりん

ぞうのなみだひとのなみだ

とうもろこしくんがね・・

はこ

ふりかえれば名探偵

ボルネオでオランウータンに会う

はた こうしろう

加部 鈴子

長野 ヒデ子

藤原　幸一

とよた　かずひこ

ｎａｋａｂａｎ

杉山　亮

たかはし あきら

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
July

７
月
６
日
（
月
）
定
　
休
　
日

　
　
13
日
（
月
）
定
　
休
　
日

　
　
20
日
（
月
）
定
　
休
　
日

　
　
27
日
（
月
）
定
　
休
　
日

　
　
31
日
（
金
）
館
内
整
理
日

８
月
３
日
（
月
）
定
　
休
　
日

新着おすすめ8+8★
夏
休
み
は
図
書
館
で
涼
し
ん
で
！！
★

　
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。毎
日
た
く
さ
ん
の
方
に
図
書
館
を
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
夏
こ
そ
、図
書
館
で
涼
み
な
が
ら
読
書
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、読
書
感
想
文
や
自
由
研
究
工
作
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
ま
す
。夏
休
み
の
宿
題
対
策
に
も
ぜ
ひ
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。読
書
感
想
文
用
の
課
題
図
書
も
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

対
　
象
　
自
転
車
に
乗
れ
る
小
学
３
年
生
以
上
の
四
万
十
市
民

主
　
催
　（
市
）生
涯
学
習
課 

社
会
体
育
振
興
係

主
　
管
　（
市
）ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

協
　
力
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道（
株
）

交
　
通
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

　
　
　
　
自
転
車（
原
則
持
ち
込
み
）

日
　
程
　
８
月
22
日（
土
）

　
日
程

　
９
時
00
分
　
　
　
　
　
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅
　
集
合

　
９
時
00
分
〜
10
時
00
分
　
出
発
式
後
中
村
駅
探
検

　
10
時
04
分
〜
10
時
16
分
　
列
車
移
動（
中
村
駅
発
　
入
野
駅
着
）

　
10
時
20
分
〜
10
時
50
分
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
11
時
00
分
〜
12
時
00
分
　
イ
ル
カ
と
出
会
え
る
か
も
ク
ル
ー
ズ

　
12
時
00
分
〜
12
時
40
分
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
12
時
40
分
〜
13
時
15
分
　
昼
食
　
道
の
駅「
ビ
オ
ス
大
方
」

　
13
時
20
分
〜
14
時
30
分
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と「
大
方
バ
イ
パ
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
政
の
大
津
波
」の
説
明

　
14
時
47
分
〜
14
時
59
分
　
列
車
移
動（
入
野
駅
発
　
中
村
駅
着
）

　
15
時
10
分
　
　
　
　
　
　
解
散
式

参
加
料

　
大
人
３
９
０
０
円
・
子
ど
も
１
９
５
０
円
／
人

　（
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

定
　
員
　
20
人（
予
定
）

申
込
期
限
　
８
月
12
日（
水
）17
時
15
分

昼
　
食
　
自
由

そ
の
他

　
・
自
転
車
は
で
き
る
限
り
持
参
し
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
飲
み
も
の
・
タ
オ
ル
・
合
羽
等
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
・
雨
天
中
止
。判
断
は
当
日
の
午
前
７
時
に
行
い
ま
す
。

　
・
ケ
ガ
、事
故
に
つ
い
て
の
補
償
は
、主
催
者
側
で
か
け
る
傷
害
保

　  

険
の
範
囲
内
で
対
応
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）生
涯
学
習
課
　
社
会
体
育
振
興
係
　
☎（
3
4
）2
0
7
1

Ｑ：

労
働
条
件
通
知
書
に
昇
給
の
有
無
・
賞

与
の
有
無
・
退
職
手
当
の
有
無
、相
談
窓
口

の
記
載
が
な
い
の
で
す
が…

？

Ａ：

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
で
は
、労
働
条

件
通
知
書
の
中
に
昇
給
の
有
無
・
賞
与
の

有
無
・
退
職
手
当
の
有
無
、お
よ
び
相
談
窓

口
に
つ
い
て
明
示
、記
載
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
☎
0
8
8（
8
8
5
）6
0
4
1

ご
存
じ
で
す
か
！

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

Ｑ
＆
Ａ

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
で
行
く

〝
イ
ル
カ
と
出
会
え
る
か
も
〞

自
転
車
で「
体
力
と
脚
力
」を…

研
修
で「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」を…

！
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働く婦人の家　☎（34）6299
9時～17時15分（12時～13時/土・日・祝日を除く）

問 申

問 申
（市）人権啓発課　☎（35）1035　
8時30分～17時15分（12時～13時/土・日・祝日は除く）

教
室
・
講
座

働く婦人の家講座

(公財)四万十市体育協会事務局（市民スポーツセンター内）　
☎(34)2071

問

教
室
・
講
座

働く婦人の家主催「陶芸」講座

わあっ！陶芸って楽しい♪お子さんとご一緒に参加できますよ。

教
室
・
講
座

夏休み早朝子供水泳教室
日　

程

　
【
第
１
講
習
】７
月
29
日(

水)

〜
８
月
１
日（
土
）

　
【
第
２
講
習
】８
月
５
日(

水)

〜
８
日（
土
）

時　

間　

８
時
〜
９
時

場　

所　

市
立
温
水
プ
ー
ル

対　

象　

小
学
生

定　

員　

各
講
習
20
人(

先
着
順)

受
講
料

　

各
講
習（
４
日
間
） 

２
０
０
０
円

　

※

両
講
習（
計
８
日
間
）に
参
加
さ
れ
る
方
は

　
　

受
講
料
が
３
５
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

プ
ー
ル
入
館
料

　

１
６
０
円（
１
回
当
た
り
）

　

回
数
券
会
員
券
利
用
可

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料

　

年
間
分
８
０
０
円

受　

付

　

７
月
６
日（
月
）か
ら
所
定
の
申
込
書
に
ご
記

入
の
う
え
、受
講
料
・
保
険
料
を
添
え
て
下
記
ま

で
お
申
込
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
の
受
付
は
い
た

し
ま
せ
ん
）

※

受
付
時
間
は
、10
時
〜
16
時
で
す
。（
土
曜
日

　

の
み
12
時
ま
で
）

※

講
習
開
始
日
の
前
々
日
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

※

講
習
欠
席
の
場
合
、受
講
料
等
の
払
戻
は
い

　

た
し
ま
せ
ん
。

※

参
加
者
が
少
な
い
場
合
は
中
止
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

日　

程

　
【
第
１
講
習
】７
月
29
日(

水)

〜
８
月
１
日（
土
）

　
【
第
２
講
習
】８
月
５
日(

水)

〜
８
日（
土
）

時　

間　

８
時
〜
９
時

場　

所　

市
立
温
水
プ
ー
ル

対　

象　

小
学
生

定　

員　

各
講
習
20
人(

先
着
順)

受
講
料

　

各
講
習（
４
日
間
） 

２
０
０
０
円

　

※

両
講
習（
計
８
日
間
）に
参
加
さ
れ
る
方
は

　
　

受
講
料
が
３
５
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

プ
ー
ル
入
館
料

　

１
６
０
円（
１
回
当
た
り
）

　

回
数
券
会
員
券
利
用
可

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料

　

年
間
分
８
０
０
円

受　

付

　

７
月
６
日（
月
）か
ら
所
定
の
申
込
書
に
ご
記

入
の
う
え
、受
講
料
・
保
険
料
を
添
え
て
下
記
ま

で
お
申
込
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
の
受
付
は
い
た

し
ま
せ
ん
）

※

受
付
時
間
は
、10
時
〜
16
時
で
す
。（
土
曜
日

　

の
み
12
時
ま
で
）

※

講
習
開
始
日
の
前
々
日
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

※

講
習
欠
席
の
場
合
、受
講
料
等
の
払
戻
は
い

　

た
し
ま
せ
ん
。

※

参
加
者
が
少
な
い
場
合
は
中
止
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

火災予防について
　

　冬場から春先にかけて、空気

が乾燥し風が強く、火災の発生

しやすい気象状態となります。

　四万十市内でもこの時期火

災が発生しやすく、たき火やタ

バコなどが原因の火災が多く

発生しています。

　また、暖房器具を使用するこ

とにより、灯油などの危険物の

取り扱いが多くなりますが、燃

料の入れ間違いなど十分に注

意しましょう。

≪火災予防対策として≫

◯寝たばこ、たばこのポイ捨て

　は絶対やめましょう。

◯火災の早期発見のため住宅用

　火災警報器を設置しましょう。

◯お出かけまえ、お休みまえに

　は火の元の確認をしましょう。

【問い合わせ先】

幡多中央消防組合

四万十消防署　☎（34）5881

西土佐分署　　☎（52）1143

熱中症を防ごう
　
＊熱中症とは？
　熱中症とは、室温や気温が高
い中での作業や運動により、体
内の水分や塩分（ナトリウム）
などのバランスが崩れ、体温の
調整機能が働かなくなり、体温
上昇、めまい、体のだるさ等、さ
まざまな症状を引き起こす病
気です。
※屋内においても室温や湿度
　が高いと、熱中症になる場合
　があるので注意が必要です。

＊熱中症予防のポイント
・部屋の温度をこまめにチェック!
・室温28℃を超えないように、
エアコンや扇風機を上手に使
いましょう！
・のどが渇いたと感じたら必ず
水分補給！
・のどが渇かなくてもこまめに
水分補給！
・外出の際は体をしめつけない
涼しい服装で、日よけ対策も！
・無理をせず、適度に休憩を！
・日ごろから栄養バランスの良
い食事と体力づくりを！

＊こんな時はためらわず救急
車を呼びましょう。
　自分で水分が摂れなかった
り、脱力感や倦怠感が強く、動
けない場合や意識がない（おか
しい）、全身のけいれんがある
等の症状が出た際は救急車を
呼びましょう。

【問い合わせ先】
四万十消防署　☎34-5881

【対　　象】市内に居住または勤務する女性（子どもも可）　【講　　師】宮地　智江
【受付開始】６月29日（月）～　※定員になり次第締め切り
※汚れてもいい服装で参加してくだい。

時間講座名
項目

期日

19時～
20時30分

場所 受講料・材料費

西土佐
ふれあい
ホール
裏庭の
陶芸工房

受講料：無料
材料費：大人700円
　　　   小人500円

定員

10人
程度

陶芸講座

7月18日(土)
21日(火)

8月 6日(木)
（全3回）

※講師の都合により日程が変更になることがあります。

※講師の都合により日程が変更になることがあります。

【対　　象】市内に居住または勤務する女性　【講　　師】野村　厚子
【申込方法】7月13日（月）～(本人に限り窓口・電話で受付)※定員になり次第締め切り

時間講座名
項目

期日

19時～
20時30分

場所

働く婦人
の家
2Ｆ
和室

受講料 用意するもの

無料

定員

12人
パドマ・
ヨーガ療法

8月5日～
19日

（毎週水曜日）
（全3回）

　やさしい動きで、無理せず自分のペースでできるので、初心者の人にもお勧
すめのヨーガです。

飲物、バスタ
オル2枚、ヨガ
マット
または敷物用
バスタオル1枚
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教
室
・
講
座

　

高
知
県
警
航
空
隊
の
航
空
機
や
海
上
保
安

庁
の
巡
視
船
、陸
上
自
衛
隊
、宿
毛
消
防
署
の

車
や
器
材
を
使
っ
た
合
同
防
災
訓
練
お
よ
び
訓

練
使
用
車
両
の
展
示
、体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

含
む
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
！

日　

時　

７
月
20
日（
祝
日
）10
時
〜
16
時

場　

所　

宿
毛
自
動
車
学
校

【
警
察
官
・
海
上
保
安
官
・
自
衛
官
合
同
募
集
相

談
コ
ー
ナ
ー
設
置
】

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
の
宿
毛
自
動
車
学
校
に
お
い

て
、警
察
官
・
海
上
保
安
官
・
自
衛
官
の
各
募
集

広
報
担
当
者
に
よ
る「
合
同
募
集
相
談
コ
ー

ナ
ー
」を
設
置
い
た
し
ま
す
。将
来
、警
察
官
、海

上
保
安
官
、自
衛
官
を
目
指
し
た
い
方
や
、現
在

就
職
先
を
検
討
中
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

催
　
し

安心・安全　フェスタ　in　すくも　～命の繋がり～

催
　
し

とことこ一条日和。～学生が商店街で、はっちゃけます！～
　

商
店
街
の
高
齢
化
・
郊
外
量
販
店
の
進
出
・
組

合
員
の
減
少
・
若
者
の
商
店
街
離
れ
な
ど
商
店
街

を
取
り
巻
く
現
状
が
悪
化
す
る
中
で
、少
し
で
も

市
内
外
住
民
に
一
条
通
商
店
街
を
知
っ
て
も
ら
い
、

商
店
街
の
魅
力
を
再
確
認
し
て
も
ら
お
う
と
、県

立
中
村
高
校
の
生
徒
と
連
携
し
商
店
街
活
性
化

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

内
容
と
し
て
は
、学
生
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス（
書
道
部
・
音
楽
部
等
）や
物
販（
既
存
商
店
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
）を
実
施
予
定
で
す
。

時
間
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
商
店
街
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日　

時　

７
月
20
日（
月
・
祝
）

場　

所　

一
条
通
2
〜
3
丁
目

実
施
内
容

　
・
学
生
と
商
店
街
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
  

商
品
の
販
売

　
・
学
生
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
書
道
部
・

　

  
音
楽
部
・
学
生
バ
ン
ド
・
ダ
ン
ス
等
）

　
・
ス
ー
パ
ー
カ
ー
の
展
示（
予
定
）

親子水難事故防止教室～水辺での事故や津波に備えて～
　

川
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
体
験
し
な
が
ら
、川
の
特

性
や
危
険
を
察
知
す
る
能
力
、感
覚
を
身
に
付
け

る
た
め
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
教
室
を
開
催

し
ま
す
。ま
た
、保
護
者
に
は
、水
難
事
故
に
直
面

し
た
時
の
救
助
、救
出
方
法
を
学
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日　

時

　

７
月
26
日（
日
）13
時
15
分
〜
16
時

　

※
悪
天
候
の
場
合
は
８
月
23
日（
日
）に
順
延

場　

所　

四
万
十
市
中
村
百
笑
町
小
畑

内　

容

　

●
身
を
守
る（
小
学
３
〜
６
年
生
参
加
）

　
　

①
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

　
　

②
安
全
な
流
さ
れ
方

　
　

③
着
衣
水
泳

　
　

④
宝
さ
が
し

　
　

⑤
飛
込
台

　

●
救
助
・
救
出
訓
練

　
　

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
救
助
法（
大
人
参
加
）

　
　

②
ス
ロ
ー
バ
ッ
グ
に
よ
る
救
助（
大
人
と
小

　
　
　

学
生
参
加
）

　
　

③
発
射
銃
お
よ
び
ロ
ー
プ
に
よ
る
救
出（
デ

　
　
　

モ
披
露
）

　

●
河
川
環
境
学
習（
水
生
生
物
調
査
）

　

●
カ
ヌ
ー
体
験（
希
望
者
）

参
加
料　

無
料（
保
険
は
主
催
者
で
加
入
し
ま
す
）

募
集
人
数

　

小
学
３
〜
６
年
生　

20
人
程
度

　
（
で
き
る
だ
け
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く

　

だ
さ
い
）

　

大
人　

20
人
程
度

募
集
締
切

　

７
月
10
日（
金
）　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

主　

催

　

渡
川（
四
万
十
川
）水
系
水
難
事
故
等
防
止
連

　

絡
会

問

問
（市）教育委員会 生涯学習課
☎（34）2071

問
一条通商店街振興組合（担当：竹田）
☎（34）6036

宿毛警察署　　　☎0880（63）0110
宿毛海上保安署　☎0880（65）8117
自衛隊高知地方協力本部　四万十地域事務所　☎0880（35）3096

つな
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就
職
を
目
指
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
お
考
え
の
方

の
た
め
に
、３
カ
月
の
職
業
訓
練
コ
ー
ス
を
開
講
し

ま
す
。

　

訓
練
期
間
中
か
ら
修
了
後
に
わ
た
っ
て
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
訓
練
施
設
が
積
極
的
に
就
職
支
援
を
行
い

ま
す
。受
講
申
し
込
み
は
、住
所
を
所
管
す
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
コ
ー
ス
名

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
科（
新
規
）

訓
練
実
施
施
設

　

あ
ら
た
ケ
ア
カ
レ
ッ
ジ（
中
村
大
橋
通
６
丁
目
３‐

７
）

定　

員　

10
人

受
講
料  

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
別
途
必
要
）

訓
練
期
間

　

３
カ
月　

８
月
４
日（
火
）〜
11
月
２
日（
月
）

募
集
期
間

　

７
月
６
日(

月)

ま
で

　
※

定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
募
集
期
間
を
延
長
す

　
　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

選
考
日　

７
月
17
日(

金)

説
明
会　

随
時
開
催

※

訓
練
内
容
や
説
明
会
等
詳
細
に
関
す
る
問
い
合
わ

　

せ
は
、下
記
ま
で
。

　

訪
問
や
面
接
に
欠
か
せ
な
い「
良
い
印
象
を
与

え
る
好
感
度
ア
ッ
プ
マ
ナ
ー
と
面
接
マ
ナ
ー
」の
ス

キ
ル
を
習
得
し
ま
す
。

　

面
接
官
が
注
目
す
る
ポ
イ
ン
ト
、立
ち
振
る
舞

い
、自
分
を
一
層
引
き
立
た
せ
る「
マ
ナ
ー
の
基
本

と
ノ
ウ
ハ
ウ
」等
を
実
践
的
に
学
び
、模
擬
面
接
で

自
信
を
つ
け
ま
す
。

日　

時　

７
月
25
日(

土)　

13
時
〜
17
時

場　

所　

ア
ピ
ア
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
右
山
五
月
町
８-

13
ア
ピ
ア
さ
つ
き
１
階
） 

対
象
者

　

39
歳
ま
で
の
若
年
求
職
者
お
よ
び
学
生（
高
校

　

生
以
上
）

　

※

そ
の
他
希
望
す
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

定　

員　

15
人

申
込
み

　

７
月
24
日（
金
）ま
で
に
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

面
接
に
臨
む
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

認定特定非営利活動法人
こうち被害者支援センター事務局
☎088（854）7511（平日10時～16時）

問

独立行政法人　高齢・障害・求職者雇用支援機構 高知支部
高知職業能力開発促進センター（ポリテクセンター高知）
☎088（833）1085

問

教
室
・
講
座

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課　
　☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
　☎（52）1111

7月17日（金）
13時～16時

社会福祉センター
国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

8月6日（木）
9時～12時

西土佐
ふれあいホール

《相談委員》中平　貞行 ☎(52)1632

行政相談所

高知地方法務局
四万十支局
☎ （34）1600
FAX（34）1601

8月3日（月）
10時～12時
13時～15時

JA高知はた
中村西部事業所

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待など人権
に関する問題（無料・秘密厳守）

特設人権相談所

就職に役立つ職業訓練を受けませんか

就活のプレゼンを高める 
「好感度・面接マナー」スキルアップセミナー　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
２
学
期（
10
月
入

学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
第
１
回
は
８
月
31
日
ま
で
、第
２
回

は
９
月
20
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に

下
記
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
　
集

放送大学 10月入学生募集

　

こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、犯
罪
被
害

を
受
け
た
方
を
対
象
に
、当
セ
ン
タ
ー
登
録
弁
護
士

と
犯
罪
被
害
相
談
員
に
よ
る
無
料
出
張
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
事
前
申
し
込
み
の
う
え
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

７
月
21
日
、９
月
15
日
、11
月
17
日
、

　

平
成
28
年
１
月
19
日
、３
月
15
日

　

奇
数
月
第
３
火
曜
日　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

中
村
合
同
庁
舎　

３
階
大
会
議
室

　
　
　
　
（
古
津
賀
４
丁
目
61
）

相
　
談

犯罪被害に関する出張相談会

★行政相談委員の中平貞行さんに高知行政評価事務所長感謝状が贈られました。
　当市担当の行政相談委員 中平貞行さんに総務省高知行政評価事務所長から感謝状が贈呈されました。国や県、
市町村などに対する苦情や要望の解決、実現に尽力した功績に対して贈られたものです。
　感謝状は5月19日（火）、高知市の高知会館で開催された行政相談委員全体会議の場で贈呈されました。

問
放送大学高知学習センター
☎088(843)4864　

高知県就職支援相談センター ジョブカフェこうち・幡多サテライト（アピアさつき1階）
（運営日：月・水・金・土、11時～19時）
☎（34）6860　FAX（34）6866　E-mai l：jcc-hata@opa l .ocn .ne . jp

問 申

29

平
成
27
年
7
月
号



お
誕
生

　
お
め
で
と
う

お
誕
生

　
お
め
で
と
う

永
野
　
 
瑠
已

髙
松
 

桜
和

長
戸
 

陽
向

　
瀨
 

聡
真

永
野
 

詩
依

前
田
 

妃
詩

森
 

瑠
菜

江
崎
 

結
仁

佐
野
 

優
衣

池
口
 

来
海

杉
本
 

碧
翔

濱
田
 

來
覇

鈴
木
 

萌
生

湯
岑
 

彩
乃

刈
谷
 

那
桜

大
塚
 

さ
く
ら

八
木
 

優
那

戸
田
 

恋
羽

窪
内
 

颯

濵
田
 

祐
咲

る
い
 

さ
わ

ひ
な
た

そ
う
ま

う
い

ひ
な
た

る
な

ゆ
い
と

ゆ
い

く
る
み

り
く
と
 

ら
い
は

め
い
 

あ
や
の

な
お

ゆ
う
な

こ
の
は

そ
う

ゆ
さ
 

傑克
好

龍
一

槙
紀

裕
一

尚
香

俊
亮

真
澄

翼剛允
耶

篤恵
生

翔
太

良
介

兆
幸

淳
太

唯
奈

郷兆
城

（
平
成
27
・
６
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
27
・
６
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
大
橋
通

中
村
山
手
通

中
村
天
神
橋

中
村
桜
町

中
村
本
町

中
村
一
条
通

中
村
一
条
通

中
村
一
条
通

中
村
東
町

中
村
丸
の
内

不

破

古

津

賀

安

並

安

並

佐

岡

具

同

具
同
田
黒

江

ノ

村

磯

ノ

川

井

沢

鍋

島

蕨

岡

甲

86867889848367808696898289777299897688965088

右
山
元
町

駅

前

町

不

破

中
村
丸
の
内

古

津

賀

古

津

賀

具

同

具

同

具

同

具

同

渡

川

渡

川

渡

川

渡

川

荒

川

荒

川

有

岡

下

田

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
江
川
﨑

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え

で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）市
民
課
　

（
３
４
）１
１
１
３

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

武
内
 

拓

　
田
 

八
　
美

岡
田
 

岩
治

大
野
 

斐
子

大
塚
 

榮
松

板
山
 

多
基
市

池
内
 

裕
青

岡
本
 　

夫

岸
本
 

方
子

浦
田
 

美
芳

上
岡
 

三
郎

山
本
 

隆
一

岡
崎
 

清
重

山
岡
 

勇

岡
本
 

冨
士
香

岡
本
 

久
壽
喜

友
草
 

榮
喜

岡
村
 

紘
一

西
 

長
子

松
浦
 

末
子

江
口
 

聖

池
田
 

恒
好

奥

鴨

川

楠大

用

大

用

西
土
佐
津
野
川

西
土
佐
江
川
﨑

798388687374

今
倉
 

富
栄

岡
村
 

光
子

伊
勢

 
千
代
惠

沖
屋
 

末
喜

清
水
 

忠
孝

中
西
 

夫

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く123

㉖
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　（
モ
ラ
ハ
ラ
）、個
人
が
考
え
て
い

る
常
識
や
モ
ラ
ル
を
、他
人
の
意
志

に
反
し
て
む
り
や
り
押
し
つ
け
て
強

要
す
る
こ
と
で
す
。

㉗
ラ
ブ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　（
ラ
ブ
ハ
ラ
）、自
分
だ
け
で
な
く

他
人
の
恋
愛
や
性
・
異
性
に
関
す
る

こ
と
を
公
開
し
た
り
嫌
が
ら
せ
を
し

た
り
す
る
こ
と
で
す
。

㉘
リ
ス
ト
ラ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
会
社
・
職
場
で
リ
ス
ト
ラ
の
対
象

者
に
嫌
が
ら
せ
を
す
る
こ
と
。

㉙
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、　

　
人
種
的
差
別
に
繫
が
る
言
動
を
す

る
こ
と
。

㉚
レ
リ
ジ
ャ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　（
レ
リ
ハ
ラ
）、宗
教
関
係
者
か
ら

受
け
る
苦
痛
の
言
動
で
す
。イ
ス
ラ

ム
に
於
け
る
テ
ロ
事
件
、古
く
に
は

わ
が
国
で
も
オ
ウ
ム
真
理
教
の
殺
人

事
件
な
ど
宗
教
に
名
を
借
り
た
テ
ロ

事
件
の
張
本
人
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

寛
容
の
な
い
凝
り
固
ま
っ
た
宗
教
観

が
起
こ
し
た
事
件
は
数
限
り
な
く
あ

る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
＊

　
三
回
に
わ
た
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

30
種
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　（
ど
の
よ
う
な
ご
感
想
を
も
た
れ

た
で
し
ょ
う
か
。）

　
当
然
な
が
ら
昔
か
ら
ゼ
ッ
タ
イ
に

ダ
メ
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
事
柄
も
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
と
再
確
認
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、今
ま
で
な
ら
、普

通
の
こ
と
だ
と
し
て
見
過
ご
し
て
き

た
言
動
も
、新
し
い
迷
惑
行
為
だ
と

し
て
付
け
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
も

の
ご
と
に
よ
っ
て
は
そ
れ
は
犯
罪
だ
、

と
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
、驚
い
た
方
も
い
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
そ
れ
ば
ぁ
ぐ
ら
い
か
ま
ん
ろ
う
が
」

と
、つ
い
言
い
た
く
な
り
そ
う
で
す

が
、今
の
時
代
は
許
し
て
は
も
ら
え

ま
せ
ん
。
中
に
は
戸
惑
う
人
も
い
る

だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
事
柄
の
全
て
が
〝
善
〞
で

あ
る
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、社
会
の
移
り
変
わ
り
に
即
応

し
た
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
大
切
さ
を
教
え

ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、人
と
人
と

の
関
係
も
、甘
え
た
り
拗
ね
た
り
す

る
前
に
、し
っ
か
り
と
し
た
学
習
を

必
要
と
す
る
時
代
だ
、と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
昔
な
が
ら
の
マ
ナ
ー
、
モ
ラ
ル
、

ル
ー
ル
も
、自
己
の
体
験
だ
け
で
は

ま
ち
が
い
ま
す
。
知
ら
ざ
っ
た
け
ん

許
せ
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、人
権
へ

の
目
配
り
や
心
配
り
を
怠
ら
ず
、互

い
の
心
を
高
め
合
う
こ
と
を
、老
い

も
若
き
も
問
わ
れ
て
い
る
時
代
だ
と

の
認
識
で
、生
き
て
い
く
こ
と
を
、心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
衞

つ
な

と 

ま 

ど

す

黄

広聴ファックス

０１２０－４５９７８７
フリーダイヤルしこくななはちなな

０１２０－４５９７８７
フリーダイヤルしこくななはちなな

みなさんの声を聴かせてください
　｢開かれた市政」を推進するために、市民の皆さん一人ひとりが持っ

ている市政に対する意見、提言や要望、苦情などをお聴かせください。

広聴メール
四万十市公式ホームページ上に設けています

http://www.city.shimanto.lg.jp/
四万十市公式ホームページ上に設けています

http://www.city.shimanto.lg.jp/
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「ともだちいっぱい
　　　うれしいな」

【絵画の部】 【標語の部】

・教育長賞

※所属校・学年は受賞当時のものです。

藤本　迦音 さん
（中村南小学校１年）

・教育長賞

福田　琴子 さん
（中村南小学校4年）

世界中

いっぱいつくろう

幸せを

ふじもと かのん ふくだ ことこ

13:30～（受付13:00～）

15:15～18:30

19:00～21:30

7月25日（土）

浴衣コンテスト

なかむら踊りパレード

しまんと提灯台パレード

翌週に延期

翌週に延期

中　止
※時間等については、若干変更する場合があります。

●パレードコース　（なかむら踊り）　　　　　　　（しまんと提灯台）

文
化
セ
ン
タ
ー

東
下
町

京
町

新
町

高
知
銀
行

裁
判
所

鶴井
公園

幡多信金

市役所

中村小学校 中学校
（踊り子集合）

コンビ二

コンビ二

GS

GS

商工
会議所

新ロイヤル
ホテル四万十

出発式
15：00～

中
村
病
院

市民病院踊り子休憩エリア
山車整列場所後半スタート

先頭17：00

休
憩
区
間

前半終了
最後尾17：00

一条通天神橋

山車整列区間

スタート
15:15

パレード終了
最後尾18：30

時　間 　　　　　　　催し物　　　　　　雨天の場合

C班休憩・調整区間

文
化
セ
ン
タ
ー

東
下
町

京
町

新
町

高
知
銀
行

裁
判
所

幡
多
庁
舎

鶴井
公園

幡多信金

市役所

中村小学校 中村中学校

コンビ二

コンビ二

GS

GS

市民病院

商工
会議所

出発式
18：30

新ロイヤル
ホテル四万十

【B班】ゴール
21：30

【A班】スタート
19：00～

【A班】ゴール
～21：30

【C班】ゴール
～21：30

天神橋 一条通一条通天神橋

【B班】スタート
19：00

A班休憩・調整区間

【C班】スタート
19：00～

B
班
休
憩
・
調
整
区
間

【問い合わせ先】　しまんと市民祭実行委員会（市観光課内）　☎（34）1783

● 浴衣コンテストを開催！●● 浴衣コンテストを開催！●● 浴衣コンテストを開催！●

浴衣を着て訪れていただいた方を対象に、“土佐の小京都らしい”美し
い着こなしと立ち居振る舞いなどを審査し表彰する浴衣コンテスト
を開催します。ぜひ今年の市民祭は浴衣で楽しみませんか？

参加対象
年齢・性別は問いません。浴衣を着用いただいている方はどなたで
も参加できます。
集合場所
13:00から一條神社社務所にて受付、13:30から審査開始
結果発表
同日19:00ごろ　本部前にて発表・表彰
男性の部・女性の部に分けて審査を行い、それぞれ優勝者にはANA高知～東京往復ペア航空券をプレゼント！
そのほか、上位受賞者に景品をご用意します。

四
国
銀
行

本部

四
国
銀
行

本部

期　日
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「広報四万十」8月号は7月29日(水)発送予定です「広報四万十」8月号は7月29日(水)発送予定です「広報四万十」8月号は7月29日(水)発送予定です

　
市
内
の
小
学
校
で
水
泳

の
授
業
を
し
て
い
る
の
を

見
ま
し
た
。
私
は
高
校
を
卒

業
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、

水
泳
の
授
業
に
水
着
を
忘

れ
る
と
い
う
夢
を
年
に
数

回
見
ま
す
。
さ
ら
に
、
明
日

テ
ス
ト
と
い
う
の
に
何
も

勉
強
を
し
て
な
い
と
い
う

夢
も
同
じ
く
ら
い
見
ま
す
。

今
年
三
十
路
を
迎
え
ま
す

が
、
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
夢
か
ら

解
放
さ
れ
た
い
で
す
。

真

㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
溝渕設備
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

日
土
日
土
日
土
日
月
土
日
土
日

6月28日
7月 4日

5日
11日
12日
18日
19日
20日
25日
26日

8月 1日
2日

☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎
☎（
☎（
☎（
☎（

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

３７)３３８３
３６)２５５４
３７)５１５１
３５)４８７９
３３)０６５３
３４)６０３１
３５)２３１６

３４)４８５５
３２)１０９５
３５)４３２３
３４)３６２１

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

090-6882-1395

7月実施の統計調査

調　査　名 該当地区

家計調査

商業動態統計調査

毎月勤労統計調査（特別調査）

丸の内、桜町、本町、京町、東町3丁目

愛宕町、西土佐大宮 

具同、右山五月町、西土佐大宮

【問い合わせ先】　（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

森下病院

市民病院

木俵病院

市民病院

中村病院

竹本病院

市民病院

）

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日

日

日

日

月

日

日

月

月

月

6

7

8

28

5

12

19

20

26

2

☎（ 3 4 ）2 0 3 0

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）1 2 1 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）3 1 7 7

☎（ 3 5 ）4 1 5 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ

　事前に電話でお問い合わせください。

四万十市急患センター（月～金）
午後6時～午後9時（受付：午後8時45分まで）　

内科（小学生以上）　☎（34）2399（診療時間内）

※保険証、受給者証等を忘れずにお持ちください。

（市民病院とは別の医療機関になります）
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14
15
 22

人　（
人　（
人　（
世帯（

）
）
）
）

35,096
16,607
18,489
16,464

人
人
人
人

83
49
25
30
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有料広告掲載スペース
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